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自分を調べよう（島根県国民健康保険団体連合会）
今回の表紙を飾るイラスト、皆さんもどこかで目にしたことがあるタッ
チではないでしょうか。これは、健康づくりの意識啓発を目的として、
安来市出身の芸人ネゴシックスさんに依頼し、描いていただきました！
「自分を調べよう」というメッセージとともに、健(検)診を身近に感じて
もらえるような内容となっており、今後、健康づくりイベント等でもお
披露目する予定です。ご覧になった皆さんの健康意識向上の一助とな
れば幸いです。

山本　浩章
安食　治外
岡﨑　誠也
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連 合 会 日 誌
1111月月

日 行　　　　　事
1 中・四国地方国保連合会事務局長会議［愛媛県松山市］

介護給付適正化中国・四国ブロック研修会
［徳島県徳島市］（～2日）
国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問

［知夫村］
2 レセプト点検相談［安来市］
4 全国国保連合会審査担当課（部）長会議［テレビ会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議部会
（東部地区）［松江市］
AIを活用した特定健康診査受診率向上支援事業に係る
期中報告［雲南市］

6 第44回川本町産業祭［川本町］
7 全国国保連合会常勤役員会議［東京都］（～8日）
8 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議［Web会議］

国保中央会役員と小規模国民健康保険団体連合会の 
諸課題検討会議会員との意見交換会［東京都］
保健事業支援・評価委員会による保険者訪問［松江市］
審査事務共助知識力認定試験［本会］

9 レセプト点検相談［雲南市］
介護保険業務に係る意見交換［川本町］

10 電算業務等にかかる保険者巡回相談［浜田市］
11 電算業務等にかかる保険者巡回相談［吉賀町］

レセプト点検相談［出雲市］
国保制度改善強化に関する市長会・町村会との協議

［松江市］
14 電算業務等にかかる保険者巡回相談［邑南町］
15 人事評価研修［Web会議］

国保データベース（KDB）システム部会・国保連合会
保健師部会合同会議［Web会議］
介護保険業務に係る意見交換［隠岐の島町］

16 国民健康保険料（税）の滞納者を対象とする多重債務等
相談事業［出雲市、安来市］
電算業務等にかかる保険者巡回相談［知夫村］

日 行　　　　　事
17 国保制度改善強化全国大会運営委員会（第2回）［東京都］

電算業務等にかかる保険者巡回相談［海士町］
介護保険業務に係る意見交換［安来市］

18 国保制度改善強化全国大会［東京都］
※本誌「TOPICS」●～●ページ参照
電算業務等にかかる保険者巡回相談［隠岐の島町］
島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］

（～24日）
弁護士相談［本会］ 
島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

21 第2回監事会［出雲市］
第2回島根県保険者協議会定期監査［本会］

24 介護給付費等審査委員会［本会］
25 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進に 

向けた研修会［Web会議］
島根県市町村職員共済組合レセプト点検［松江市］

（～28日、29日、12月1日、2日）
介護保険業務に係る意見交換［雲南市］
第2回島根県保険者協議会企画調査部会［本会］

28 介護保険審査支払システム等担当者説明会（ケアプラン
データ連携システム）［Web会議］
審査支払業務検討委員会作業部会ワーキンググループ

（第8回）［東京都］　（～30日）
第2回理事会［本会］

29 全国国保連合会常務処理審査委員連絡会議［テレビ会議］
国民健康保険料（税）収納アドバイザー相談事業

［出雲市］
第8回介護保険保険者事務処理システム運営委員会［本会］
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特定健診等実施率向上の 
取り組みや医 療 費 適 正化 
対策等、今年度事業の実施 
状況について、また、令和
５年度事業計画・予算等に
ついて協議を行った。
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「Sparks」（島根県国保連合会野球部）

連 合 会 日 誌1111月月
日 行　　　　　事

1 保健事業の推進に係る市町村保健師及び国保担当者等
地区別研修会［本会］

2 審査担当者月例ミーティング［Web会議］

7 全国国保連合会総合調整会議［テレビ会議］

審査事務共助知識力認定試験［本会］

8 北海道国保連合会職員研修会［北海道札幌市］

10 国保制度改善強化全国大会第2回運営委員会
［テレビ会議］

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る意見交換会
［Web会議］

12 亀嵩健康まつり（健康づくりイベント支援）［奥出雲町］

13 国保制度改善強化全国大会［東京都］

14 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議
［市町村振興センター］

15 第2回島根県市町村国保広域化等連携会議部会
（東部地区）［本会］

介護保険受給者台帳に係る事務担当者説明会
［Web会議］

16 全国国保連合会総合調整会議［テレビ会議］

弁護士相談［本会］

17 第2回三役会［Web会議］

ヘルスサポート事業に係る個別支援［本会］

島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］
（～22日、24日）

島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

21 第2回監事会［出雲市］

第2回島根県保険者協議会定期監査［本会］

日 行　　　　　事

22 審査支払業務検討委員会［テレビ会議］

第8回介護保険保険者事務処理システム運営委員会
［Web会議］

介護給付費等審査委員会［本会］

24 第2回監事会［奥出雲町］

島根県市町村職員共済組合レセプト点検［島根県市町村
職員共済組合］（24日、27日、28日、30日、12月1日）

29 審査支払業務検討委員会ワーキンググループ［東京都］
（～12月1日）

第4回理事会［本会］

保健事業の推進に係る市町村保健師及び国保担当者等
地区別研修会［Web会議］

国保料（税）収納アドバイザー相談事業［出雲市］

30 全国国保連合会常務処理審査委員連絡会議
［テレビ会議］

中国地方国保連合会事務局長・総務部（課）長会議
［岡山県岡山市］
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島
根
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会　

理
事
長

山や
ま 

本も
と 

浩ひ
ろ 

章あ
き

（
益
田
市
長
）

保
険
者
の
共
同
体
と
し
て
、

保
険
者
支
援
の
充
実
強
化
に
努
め
る

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
、
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
、
本
会
事
業
運
営
に
つ
き
ま

し
て
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て
は
、

よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
て
お
り
、
社
会
経
済

活
動
も
以
前
の
状
態
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
新
興
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
地
域
に
お
け
る

医
療
提
供
体
制
の
構
築
は
、
今
後
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、我
が
国
の
医
療
保
険
財
政
は
、急
速
な
少
子

高
齢
化
の
進
展
、
医
療
費
の
高
騰
等
に
よ
り
、
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
国
保
に
つ
い

て
は
、
年
齢
構
成
、
医
療
費
が
高
い
一
方
で
、
所
得

水
準
が
低
く
、
保
険
料
負
担
が
重
い
と
い
う
構
造
的

な
問
題
は
解
決
を
見
ず
、
今
後
も
厳
し
い
運
営
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
全
世
代
型
の

社
会
保
障
制
度
の
実
現
に
向
け
て
、
少
子
化
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
超
高
齢
社
会
の
備
え
を
強
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
・
介
護
に

目
を
向
け
て
も
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

を
構
築
す
る
た
め
の
人
材
確
保
や
、
患
者
・
利
用
者

の
一
部
負
担
金
、
保
険
料
（
税
）
の
あ
り
方
な
ど
、

検
討
、
調
整
す
べ
き
事
項
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
の
中
、
本
年
秋
に
予
定

さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

の
一
体
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
仕
組
み
を

基
盤
と
し
た
医
療
・
介
護
情
報
の
利
活
用
な
ど
、

社
会
保
障
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
層
加
速

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
果
た
す

べ
き
役
割
を
し
っ
か
り
と
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
審
査
支
払
機
関
改
革
に
つ
い
て
は
、
支
払

基
金
と
の
審
査
基
準
の
統
一
や
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム

の
共
同
利
用
な
ど
、
対
応
す
べ
き
課
題
が
目
前
に

迫
っ
て
い
ま
す
が
、
国
保
中
央
会
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
解
決
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
保
険
者
の
共
同
体
と
し
て
、
審
査
支
払

業
務
は
も
と
よ
り
、
医
療
費
適
正
化
や
保
健
事
業

等
、
保
険
者
支
援
の
充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
多
方
面
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
も

積
極
的
に
応
え
る
こ
と
に
よ
り
社
会
的
責
務
を
果
た

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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新
し
い
年
を
迎
え
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
、
平
素
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
尽
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
、
国
保
財
政
の
安
定
化
の
た
め

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
収
支
不
足
を
生
じ
る
こ
と
な
く
円
滑
に
新

制
度
が
運
営
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
被
保
険
者
数
の
減
少
や
高
齢
者
層
の

増
加
、
１
人
当
た
り
医
療
費
の
上
昇
、
被
用
者
保
険

と
比
較
し
て
高
齢
者
や
低
所
得
者
の
割
合
が
多
い

新
た
な
運
営
方
針
に
基
づ
き

市
町
村
・
国
保
連
合
会
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
る
重
い
保
険
料
負
担
な
ど
、
国
保
制
度
の

抱
え
る
構
造
的
な
課
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
保
制
度
を
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定
的
な
も
の
と
す
る

た
め
、
国
に
対
し
て
公
費
の
支
援
を
求
め
て
い
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
保
険
者
と
し
て
予
防
や
保
健

事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
島
根
大
学
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
し
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
支
援
事
業
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
保
を
め
ぐ
る
状
況
と
し
て
は
、
本
年
秋

に
現
行
の
被
保
険
者
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
被
保
険
者
証
を
一
体
化
し
た
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
移
行
の
過
渡
期
に
お
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
お
ら
れ

な
い
方
も
必
要
な
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
併
用
す
る
対
応
と
し
て
、

保
険
者
か
ら
「
資
格
確
認
書
」
な
ど
の
書
類
を
発
行

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
新
た
な
事
務
が

発
生
す
る
こ
と
も
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
県
と

し
て
も
、
新
た
な
仕
組
み
を
円
滑
に
運
用
で
き
る

よ
う
、
関
係
の
皆
様
と
と
も
に
、
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
現
在
策
定
中
の
第
２
期
島
根
県
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
に
基
づ
き
国
保
の
運
営
を

始
め
る
新
た
な
幕
開
け
の
年
と
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
安
定
的
な
財
政
運
営
と
効
率
的
な
事
業
運
営
の

確
保
を
目
指
し
な
が
ら
、
医
療
費
適
正
化
、
事
務
処

理
の
効
率
化
・
標
準
化
・
広
域
化
、
保
険
料
水
準
の

在
り
方
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
町
村
、
国
保
連
合
会
と
県
が
連
携
し
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
国
保
制
度
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

島
根
県
健
康
福
祉
部　

部
長安あ 

食じ
き 

治は
る 

外と
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国
民
健
康
保
険
中
央
会　

会
長岡お

か 

﨑ざ
き 

誠せ
い 

也や

医
療・保
健・介
護・福
祉
の
総
合
的・専
門
的
機
関
と
し
て

幅
広
い
業
務
支
援
に
取
り
組
む

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
国
保
中
央
会
の
運
営
に

対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
や
物
価
の
高
騰
な
ど
、
我
が
国
の
社
会

保
障
の
根
幹
を
成
す
国
民
健
康
保
険
事
業
や
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
障
害
者
総
合

支
援
事
業
等
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
3
月
に
策
定
し
た

「
国
保
連
合
会
・
中
央
会
の
め
ざ
す
方
向
２
０
２
３
」

で
も
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
医
療
・
保
健
・

介
護
・
福
祉
の
総
合
的
・
専
門
的
機
関
と
し
て
、

国
保
連
合
会
と
と
も
に
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
の

業
務
を
幅
広
く
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、「
審
査
支
払

機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」
に
基
づ
く
取
組
と

し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
や
受
付
領
域
の
支
払

基
金
と
の
共
同
利
用
を
内
容
と
す
る
次
期
国
保

総
合
シ
ス
テ
ム
が
４
月
よ
り
稼
働
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
本
会
は
、
シ
ス
テ
ム
更
改
後
の
安
定

稼
働
に
努
め
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
に

よ
る
保
守
・
運
用
費
の
削
減
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
審
査
・
支
払
領
域
の
支
払
基
金
と
の
共
同

開
発
・
共
同
利
用
に
つ
い
て
も
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

第
二
に
、
医
療
D
X
の
推
進
と
し
て
、
全
国
医
療

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
基
盤
と
な
る

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
、
支
払
基
金
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
運
用
に
携
わ
り
、
安
定
的
な
稼
働
に
寄
与

し
て
い
く
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
の
一
体
化
の
対
応
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

う
ち
、
介
護
や
予
防
接
種
な
ど
、
地
方
自
治
体
の

業
務
に
関
わ
り
の
深
い
分
野
に
つ
い
て
は
、
国
保

連
合
会
及
び
本
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
全
国
で

介
護
等
の
情
報
を
共
有
・
交
換
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
運
用
を
担
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
K
D
B
（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
シ
ス

テ
ム
等
を
活
用
し
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
介
護
保
険
の
三
地
域
保
険
が
一
体
と
な
っ
た

予
防
・
健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

令
和
6
年
度
か
ら
は
第
４
期
医
療
費
適
正
化
計
画

や
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
等
が
開
始
さ
れ
ま
す

が
、
K
D
B
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
た
健
康
・
医
療
・

介
護
情
報
の
分
析
・
評
価
や
保
健
事
業
支
援
・
評
価

委
員
会
に
よ
る
助
言
な
ど
に
よ
り
、
国
保
連
合
会
の

支
援
を
通
じ
て
、
保
険
者
の
取
組
に
引
き
続
き
協
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
新
し
い
年
に
お
い
て
も
多
く
の
重
要

な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
の
国
保

連
合
会
や
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村

会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
団
体
、
国
保
組
合
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
な
ど
の
関
係
団
体
と
も
十
分

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
保
険
者
等
の
皆
様
の
業
務

支
援
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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SCIPOT

令
和
5
年
11
月
13
日
、
国
保
中
央
会
な
ど
国
保
関
係
９
団
体（
※
）
は
、
東
京
・
砂
防
会
館
に

お
い
て
「
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
」
を
開
催
し
た
。

本
大
会
に
は
、
全
国
の
市
町
村
長
等
、
国
保
関
係
者
約
6
0
0
人
が
参
加
。
国
保
の
財
政

基
盤
強
化
に
向
け
た
毎
年
度
3
4
0
0
億
円
の
公
費
投
入
の
確
実
な
実
施
、
医
療
提
供
体
制

の
確
保
に
向
け
た
十
分
な
支
援
策
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発
お
よ
び
運
用
に
係
る
財
政

支
援
な
ど
12
項
目
の
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
し
た
岡
﨑

誠
也
大
会
会
長（
国
保
中
央
会
会
長
）は
、

国
保
制
度
の
安
定
的
な
運
営
に
向
け
て

公
費
3
4
0
0
億
円
を
毎
年
度
投
入
し
、

国
の
責
任
を
果
た
す
よ
う
強
く
要
請
し

た
。
ま
た
、
政
府
の
「
骨
太
の
方
針
」
で

検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
生
活
保
護

受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
に

つ
い
て
は
、
国
保
財
政
を
著
し
く
悪
化

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
貫

し
て
反
対
す
る
と
断
言
し
た
。
さ
ら
に
、

深
刻
さ
が
増
し
て
い
る
医
療
・
保
健
・

介
護
の
人
材
不
足
や
地
域
偏
差
の
問
題

に
は
、
早
急
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制

の
確
保
に
十
分
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

を
求
め
た
。
加
え
て
、
国
保
総
合
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
責
任
で
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
11
月
10
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
５
年
度
補
正
予
算

案
に
つ
い
て
、
今
臨
時
国
会
で
の
早
期
の

予
算
成
立
を
強
く
要
望
し
た
。

続
い
て
、
横
山
幾
夫
高
知
県
安
芸
市
長

（
全
国
市
長
会
代
表
）
が
大
会
宣
言
を
読
み

上
げ
、
来
賓
と
し
て
、
武
見
敬
三
厚
生

労
働
大
臣
（
塩
崎
彰
久
厚
生
労
働
大
臣

政
務
官
代
読
）、
鈴
木
淳
司
総
務
大
臣

（
船
橋
利
実
総
務
大
臣
政
務
官
代
読
）、

自
由
民
主
党
の
田
村
憲
久
政
務
調
査
会
長

代
行
（
元
厚
生
労
働
大
臣
）、
立
憲
民
主
党

の
大
島
敦
企
業
・
団
体
交
流
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
議
長
団
を

選
出
。
宮
田
秀
利
福
島
県
塙
町
長
（
全
国

町
村
会
代
表
）
が
12
項
目
の
決
議
文
を

発
表
し
、
大
会
の
総
意
と
し
て
満
場
一
致

で
採
択
、
神
谷
建
一
福
岡
県
宗
像
市
議
会

議
長
（
全
国
市
議
会
議
長
会
代
表
）
の

閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

大
会
終
了
後
、
地
元
選
出
国
会
議
員

へ
の
陳
情
活
動
を
行
い
、
自
由
民
主
党
の

高
見
康
裕
衆
議
院
議
員
と
面
会
。
本
会

か
ら
国
保
を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
説
明

し
、
決
議
の
実
現
に
向
け
て
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
る
よ
う
要
望
し
た
。

※
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
・
主
催
者
団
体

　

国
民
健
康
保
険
中
央
会
、
都
道
府
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、
全
国
知
事
会
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

　

全
国
市
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国
町
村
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
、
全
国
国
民
健
康
保
険
組
合
協
会
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12項目12項目のの決議決議をを採択採択

政府政府およびおよび与野党与野党のの関係者関係者へへ陳情活動陳情活動

国保制度改善強化全国大会



　

本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保
険
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康
保
険
が
直
面
す
る
諸
問
題
の

改
善
を
期
し
て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を

開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
満
場

一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。

　

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
、

次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ
れ
る
よ
う
本
大
会
の
総
意
を

も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。

一
、 

医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、 

国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を

確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度

等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
評
価
と
財
政

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

一
、 

普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
の
所
得
調
整
機
能

を
今
後
も
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
受
給
者
の

国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
わ
ず

国
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

一
、 

医
療
・
保
健
・
介
護
人
材
の
確
保
や
地
域
偏
在
の
解
消
の

た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
公
立
病
院
等
の

医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
十
分
な
支
援
策
を
講
じ

る
こ
と
。

一
、 

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
庫

負
担
減
額
調
整
措
置
を
早
期
に
全
廃
す
る
と
と
も
に
、

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
係
る
全
国
一
律
の
制
度
の
創
設

及
び
こ
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料
（
税
）
の
軽
減
制
度
の

拡
充
を
行
う
こ
と
。

一
、 

こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
強
化
の
財
源
の
一
環
と
さ
れ
て
い
る

支
援
金
制
度（
仮
称
）の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
国
保
の
運
営

に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

一
、 

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、
国
保
運
営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
そ
の
開
発
や
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
等
保
険

者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に

お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

一
、 

国
保
連
合
会
の
シ
ス
テ
ム
開
発
や
運
用
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
積
立
資
産
の
積
立
上
限
の
引
き
上
げ
等
、

現
行
の
運
用
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

一
、 

国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉

業
務
支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

一
、 
国
民
の
健
康
保
持
・
増
進
及
び
医
療
費
適
正
化
に
向
け

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用
を
進
め
る
た
め
、
制
度
的

役
割
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
シ
ス
テ
ム
更
改
等
に
係
る

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、 

医
療
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
強
力
に
推
進
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
や
保
険
者

等
に
対
し
、
十
分
な
周
知
や
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
国
の

責
任
に
お
い
て
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、 

国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

右　

決
議
す
る
。

　

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

記

決議

島根県選出国会議員への陳情
　（左:高見康裕衆議院議員、
　　右:本会 松本常務理事）　
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報告

令
和
５
年
10
月
28
日
、
松
江
市
「
ホ
テ
ル
白
鳥
」
に
お
い
て
、
第
31
回
島
根
県
国
保
地
域

医
療
学
会
を
開
催
。
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
（
以
下
、
国
保
直
診
）
に
加
え
、
行
政
、
介
護
・

福
祉
施
設
の
関
係
者
等
1
2
0
名
が
参
加
し
た
。

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
地
域
医
療
の
課
題
や
今
後
の
展
望

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
４
年
ぶ
り
に
研
究
発
表
を
実
施
し
た
。

島根県国保地域医療学会島根県国保地域医療学会
データ分析に基づく地域包括医療・ケアの

課題と展望を見出す

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大
谷
学
会
長
（
雲
南
市
病
院

事
業
管
理
者
）
は
、
こ
こ
数
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の

国
保
直
診
関
係
者
の
尽
力
に
対
し
改
め
て
敬
意
を
表
す
と

と
も
に
、
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
い
た
今
後
の
地
域
包
括
医
療
・

ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

続
い
て
、
本
会
の
松
本
常
務
理
事
が
あ
い
さ
つ
。
厳
し
い

運
営
が
続
く
国
保
の
現
状
に
ふ
れ
、
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア

の
先
駆
者
と
し
て
の
国
保
直
診
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

次
い
で
、
島
根
県
健
康
福
祉
部
の
谷
口
医
療
統
括
監
が

来
賓
あ
い
さ
つ
。
今
年
度
改
定
す
る
保
健
・
医
療
に
関
す

る
各
種
計
画
に
つ
い
て
の
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
推
進
等
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と

述
べ
、
学
会
の
発
展
を
祈
念
し
た
。

シンポジウム

研究発表

島根県国保地域医療学会第31回
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松
田　
晋
哉
氏

〈
講
師
略
歴
〉

1
9
8
5
年

1
9
9
2
年

1
9
9
3
年

1
9
9
9
年
3
月

〈
所
属
学
会
〉

日
本
公
衆
衛
生
学
会
、
日
本
産
業
衛
生
学
会
、

日
本
衛
生
学
会
、
日
本
医
療
・
病
院
管
理
学
会

〈
受
賞
歴
〉

2
0
1
8
年
　
　
　
第
70
回
保
健
文
化
賞

産
業
医
科
大
学
医
学
部
卒
業

フ
ラ
ン
ス
国
立
公
衆
衛
生

学
校
卒
業

京
都
大
学
博
士
号
（
医
学
）

取
得

産
業
医
科
大
学
医
学
部

公
衆
衛
生
学
教
授

専
門
領
域
：

保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
論

講
演
の
概
略

島
根
県
内
の
在
宅
要
介
護
高
齢
者
の

主
な
有
病
率
を
み
る
と
、
糖
尿
病
が

30
％
、
心
不
全
は
40
％
と
な
っ
て
い
る
。

要
介
護
高
齢
者
は
リ
ス
ク
と
な
る
慢
性

疾
患
を
複
数
保
有
し
て
い
る
が
、
早
期

発
見
す
る
こ
と
で
在
院
日
数
の
短
縮
や

要
介
護
度
の
悪
化
を
軽
減
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
は
医
療
と
介
護
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
り
、
介
護
現
場
で
の
予
防

の
視
点
を
持
っ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
、
か
か
り
つ
け
医
と
訪
問
看
護
に

よ
る
慢
性
期
か
ら
の
日
常
的
な
健
康

管
理
が
重
要
で

あ
る
。

島
根
県
に

お
け
る
慢
性
期

対
応
の
現
状
、

課
題
に
は
地
域

差
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
特
徴
に
は
次
の

３
つ
（
松
江
市
、
大
田
市
、
浜
田
市
）

の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

松
江
市
で
は
介
護
ニ
ー
ズ
が
急
激
に

高
ま
る
が
、
保
険
料
へ
の
影
響
を
考
え

る
と
施
設
は
増
や
せ
な
い
た
め
、
在
宅

医
療
を
充
実
さ
せ
る
し
か
な
い
。
在
宅

を
支
え
る
機
能
は
十
分
あ
り
、
診
療
所
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
連
携
を
軸
と
し

た
在
宅
医
療
支
援
体
制
の
構
築
が
カ
ギ

と
な
る
。

大
田
市
で
は
介
護
ニ
ー
ズ
の
減
少
と

外
来
機
能
の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

在
宅
医
療
よ
り
も
介
護
施
設
及
び
療
養

病
床
の
機
能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

現
実
的
で
あ
る
。

浜
田
市
で
は
全
国
と
比
較
し
提
供

量
が
多
い
療
養
病
床
、
有
床
診
療
所
、

施
設
介
護
の
機
能
を
維
持
で
き
る
か
が

カ
ギ
と
な
る
。

島
根
県
の
2
0
2
0
年
の
医
療
費

デ
ー
タ
か
ら
推
計
す
る
と
、
2
0
3
0

年
の
入
院
医
療
費
が
最
も
高
く
な
る

疾
患
は
骨
折
で
、
患
者
数
4
1
3
0

人
、
平
均
在
院
日
数
45
日
、
費
用
額
約

66
億
9
0
0
0
万
円
と
な
る
。
こ
の

骨
折
に
つ
い
て
、
在
院
日
数
を
１
週
間

短
縮
し
発
生
数
を
４
分
の
１
程
度
減
ら

せ
ば
、
医
療
費
総
額
の
５
％
を
削
減
で

き
る
。
骨
折
予
防
に
は
、
下
肢
筋
力
の

強
化
や
環
境
調
整
な
ど
、
日
常
生
活
に

お
け
る
転
倒
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

島
根
県
の
特
定
健
診
受
診
者
の
平
均

年
齢
は
、
66.
6
歳
と
骨
折
の
ハ
イ

リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
に
該
当
す
る
た
め
、

特
定
健
診
時
に
併
せ
て
ロ
コ
モ
健
診
を

実
施
し
、
運
動
機
能
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
と
よ
い
。

人
的
資
源
が
限
ら
れ
た
環
境
で
、

広
範
囲
の
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
保
証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
島
根
県
で
は
、

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
・
住
ま

い
の
総
合
的
な
戦
略
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
連
携
体
制
構
築
が
急
務
で

あ
る
。
機
能
分
化
と
連
携
を
進
め
る

た
め
に
は
、
関
係
者
合
意
の
も
と
、

各
地
域
に
お
い
て
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ

く
地
区
診
断

を
行
う
こ
と

が
不
可
欠
で

あ
る
。

司会を務める大谷学会長

参加者からの質疑
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各
種
デ
ー
タ
の
分
析
に
基
づ
き
、島
根
県
が
抱
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
課
題
や
今
後
の
展
望

等
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
島
根
県
の

地
域
包
括
ケ
ア
の
課
題

産
業
医
科
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
　
教
授　

松
田　
晋
哉　
氏

講 

演



報告

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
普
及
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

つ
い
て
、対
面
と
の
印
象
の
違
い

を
感
じ
た
経
験
と
、県
国
保
診
療

施
設
協
議
会
会
員
施
設
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、他
施
設
の
現
状
や
課
題
等

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

三原かなめ 氏

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
増
床
に

伴
う
業
務
量
増
加
に
対
す
る

業
務
改
善
の
取
組
を
紹
介
。

現
状
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
非
効

率
な
業
務
や
運
用
を
見
直
し
た

結
果
、
患
者
に
関
わ
る
時
間
の

増
加
や
職
員
の
や
り
が
い
に

つ
な
が
っ
た
成
果
を
発
表
し
た
。

高野　絵美 氏

高
齢
者
の
通
い
の
場
に
お
け
る

運
動
講
義
や
体
操
指
導
の
効
果

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
学
生
が
サ
ー

ク
ル
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る

地
域
住
民
向
け
の
健
康
増
進
や

介
護
予
防
活
動
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

内田芙美佳 氏

診
療
看
護
師
に
よ
る
退
院
後

訪
問
の
現
状
と
課
題
、症
例
等
を

報
告
し
、
診
療
看
護
師
の
看
護

実
践
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

本田　　香 氏

質疑応答

座長学会長からの意見

発
言
者

１ 

当
診
療
所
に
お
け
る

退
院
前
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
経
験

～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
看
取
り
の
一
例
～

　
　
松
江
市
国
民
健
康
保
険
来
待
診
療
所　

看
護
師　

三
原
か
な
め　
氏

２ 

介
護
予
防
事
業
参
加
者
に
お
け
る

運
動
行
動
変
容
に
つ
い
て

島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院　

 

理
学
療
法
士　

内
田
芙
美
佳　
氏

３  

地
域
医
療
拠
点
病
院
に
お
け
る
診
療
看
護
師
に
よ
る

退
院
後
訪
問
の
現
状
と
課
題

雲
南
市
立
病
院　

診
療
看
護
師　

本
田　
　

香　
氏

４ 

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
お
け
る

業
務
改
善
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
と
今
後
の
課
題

町
立
奥
出
雲
病
院　

病
棟
看
護
師　

高
野　

絵
美　
氏

座　

長

島
根
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会
地
域
医
療
委
員
会

幹　
　

事　

水
田　

正
能　
氏

（
安
来
市
立
病
院
院
長
）

幹　
　

事　

三
上　

隆
浩　
氏

（
飯
南
町
立
飯
南
病
院
副
院
長
）
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研
究
発
表

　

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
日
頃
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

４
名
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。



県
が
導
入
し
た
医
療
・
介
護
・

保
健
情
報
統
合
分
析
シ
ス
テ
ム

（
E
M
I
T
A
S
−G
）
の
活
用

事
例
を
紹
介
。
効
果
的
・
効
率

的
な
保
健
医
療
施
策
の
立
案
・

評
価
に
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ

に
基
づ
く
分
析
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。

藤井　俊吾 氏

医
療
・
介
護
等
デ
ー
タ
の
分
析

に
基
づ
く
町
の
課
題
に
対
し
、

病
院
と
診
療
所
の
更
な
る
連
携

強
化
を
図
り
、
効
率
的
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

隠
岐
病
院
と
隠
岐
の
島
町
立

診
療
所
等
の
運
営
主
体
を
隠
岐

広
域
連
合
に
一
元
化
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

齋賀　光成 氏

健
診
・
医
療
・
介
護
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
地
区
診
断
に
よ
り
、

町
の
現
状
と
課
題
を
抽
出
。

生
活
習
慣
病
予
防
や
生
活
機
能

維
持
向
上
な
ど
、
予
防
的
視
点

を
大
切
に
し
た
組
織
横
断
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

上田千香子 氏

統
計
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
得
ら

れ
た
市
の
課
題
に
触
れ
た
う
え

で
、地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築

や
、高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
実
施
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

西川　純子 氏

参加者との意見交換

シンポジウム司会 助言者

発
言
者

１ 

島
根
県
に
お
け
る
医
療
・
介
護
レ
セ
プ
ト
、

特
定
健
診
等
デ
ー
タ
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

　
　
島
根
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課　

医
療
専
門
員　

藤
井　

俊
吾　
氏

２ 

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
地
区
診
断

～
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
の
推
進
～

邑
南
町　

保
健
課　

課
長
補
佐　

上
田
千
香
子　
氏

３  

デ
ー
タ
か
ら
み
る
浜
田
市
の
包
括
ケ
ア
の
課
題
と
今
後
の
展
望

浜
田
市
健
康
福
祉
部
健
康
医
療
対
策
課　

専
門
技
術
員　

西
川　

純
子　
氏

４  

隠
岐
の
島
町
に
お
け
る
病
診
一
元
化
に
つ
い
て

隠
岐
広
域
連
合　

事
務
局
長　

齋
賀　

光
成　
氏

助
言
者

産
業
医
科
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学　

教
授　

松
田　

晋
哉　
氏

島
根
県
健
康
福
祉
部　

医
療
統
括
監　

谷
口　

栄
作　
氏

司
会
者

島
根
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会
地
域
医
療
委
員
会

副
委
員
長

山
田　

顕
士　
氏

（
松
江
市
国
民
健
康
保
険
来
待
診
療
所
所
長
）

幹　
　

事　

鈴
木　

賢
二　
氏

（
町
立
奥
出
雲
病
院
院
長
）
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
地
域
包
括
医
療
の
課
題
や
あ
り
方
を

テ
ー
マ
に
、４
名
が
発
言
。
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
島
根
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
展
望

　
─
持
続
可
能
な
医
療
・
介
護
の
実
現
に
向
け
て
─



速報

令和４年度島根県特定健診・特定保健指導実施状況
（速報値）

●
特
定
健
診
実
施
状
況

県
全
体
の
特
定
健
診
対
象
者
は
対
前
年

度
6
0
8
0
人
減
の
8
万
9
2
3
7
人
、
受

診
者
は
同
2
2
0
1
人
減
の
4
万
1
5
1
0

人
、
受
診
率
は
同
0.
6
ポ
イ
ン
ト
増
の

46.
5
％
で
あ
っ
た
。
（
表
１
）

保
険
者
別
に
み
る
と
、
受
診
率
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
吉
賀
町
の
58.
2
％
、
次
い
で

飯
南
町
の
57.
0
％
、
津
和
野
町
の
55.
5
％

で
あ
っ
た
。
国
の
示
す
目
標
値
（
市
町
村

国
保
60
％
以
上
、
国
保
組
合
70
％
以
上
）
に

達
し
た
保
険
者
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
対
前

年
度
比
で
は
、
川
本
町
が
6.
4
ポ
イ
ン
ト
、

江
津
市
お
よ
び
飯
南
町
が
3.
1
ポ
イ
ン
ト

上
昇
す
る
な
ど
、
12
保
険
者
が
受
診
率
を

伸
ば
し
た
。
（
図
1
、
表
1
）

●
特
定
保
健
指
導
実
施
状
況

県
全
体
の
特
定
保
健
指
導
対
象
者
は
対
前

年
度
3
8
9
人
減
の
3
5
7
2
人
、
終
了
者

は
同
1
2
7
人
減
の
9
9
0
人
、
終
了
率
は

同
0.
5
ポ
イ
ン
ト
減
の
27.
7
％
で
あ
り
、

内
訳
は
、
積
極
的
支
援
21.
7
％
、
動
機
付

け
支
援
29.
2
％
で
あ
っ
た
。
（
表
１
）

保
険
者
別
に
み
る
と
、
終
了
率
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
津
和
野
町
の
66.
7
％
、

県合計
46.5％
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図１　令和4年度保険者別特定健診受診率

図３　特定健診受診率・特定保健指導終了率の推移

図２　令和4年度保険者別特定保健指導終了率

令
和
４
年
度
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
法
定
報
告

デ
ー
タ
を
本
会
で
取
り
ま
と
め
た
の
で
、

速
報
値
と
し
て
報
告
す
る
。

特定健診受診率（島根県）
特定保健指導終了率（島根県）

特定健診受診率（全国）
特定保健指導終了率（全国）

平成20年度 令和元年度

※島根県：法定報告（速報値）
　全　国：厚生労働省公表値をもとに本会で算出（令和４年度は現時点で未発表）

22年度21年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 2年度 3年度 4年度
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13.013.0
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特定健診受診率46.5％
―対前年度0.6ポイント増―
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次
い
で
美
郷
町
の
62.
5
％
で
、

い
ず
れ
も
国
の
示
す
目
標
値
（
市
町
村

国
保
60
％
以
上
）
を
上
回
っ
た
。
対
前

年
度
比
で
は
、
知
夫
村
が
23.
1
ポ
イ

ン
ト
、
美
郷
町
が
19.
3
ポ
イ
ン
ト
と

大
幅
に
上
昇
す
る
な
ど
、
７
保
険
者

が
終
了
率
を
伸
ば
し
た
。
（
図
2
、
表

1
）島

根
県
国
保
（
合
計
）
の
特
定
健
診

受
診
率
は
、
制
度
開
始
以
来
全
国
平
均

を
上
回
る
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
は
、
夏
以
降
、
県
内
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
再

拡
大
し
、
健
診
受
診
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
た
が
、
昨
年
度
に
続
い
て
受
診
率

を
伸
ば
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に

戻
り
つ
つ
あ
る
。
（
図
３
）

一
方
で
、
特
定
保
健
指
導
実
施
率
は

昨
年
度
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
、

伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

保
険
者
に
は
引
き
続
き
、
対
象
者
へ
の

声
掛
け
や
実
施
機
関
の
確
保
等
、
対
策

強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

本
会
に
お
い
て
も
、
特
定
健
診
等
の

円
滑
な
実
施
お
よ
び
実
施
率
の
さ
ら

な
る
向
上
を
図
る
た
め
、
受
診
率
向
上

支
援
事
業
お
よ
び
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の

推
進
に
寄
与
す
る
情
報
提
供
等
を

通
じ
、
各
保
険
者
の
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
支
援
し
て
い
く
。

表１　保険者別特定健診受診率・特定保健指導終了率の状況� （単位：％）

保険者名
特定健診受診率

特定保健指導終了率
積極的支援 動機付け支援 計

令和
3年度

令和
4年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
3年度

令和
4年度前年比較 前年比較 前年比較 前年比較

松 江 市 44.9 45.8 0.9 20.1 24.7 4.6 29.6 35.3 5.7 27.6 33.2 5.6
浜 田 市 49.4 49.3 ▲ 0.1 14.6 8.9 ▲ 5.7 20.8 12.1 ▲ 8.7 19.8 11.6 ▲ 8.2
出 雲 市 44.3 44.1 ▲ 0.2 25.4 24.5 ▲ 0.9 29.9 31.0 1.1 28.9 29.6 0.7
益 田 市 49.5 51.2 1.7 23.5 29.0 5.5 34.2 35.6 1.4 32.2 34.4 2.2
大 田 市 50.0 50.6 0.6 20.0 26.7 6.7 42.4 25.0 ▲ 17.4 39.0 25.3 ▲ 13.7
安 来 市 43.2 45.4 2.2 2.9 10.9 8.0 11.5 9.9 ▲ 1.6 10.2 10.1 ▲ 0.1
江 津 市 51.1 54.2 3.1 20.0 19.0 ▲ 1.0 17.7 16.0 ▲ 1.7 18.0 16.4 ▲ 1.6
雲 南 市 37.2 38.7 1.5 39.4 23.7 ▲ 15.7 54.3 58.0 3.7 51.2 50.3 ▲ 0.9
奥 出 雲 町 46.4 44.5 ▲ 1.9 9.1 14.3 5.2 22.5 27.5 5.0 19.4 24.1 4.7
飯 南 町 53.9 57.0 3.1 0.0 0.0 0.0 11.8 7.1 ▲ 4.7 10.3 6.7 ▲ 3.6
川 本 町 45.5 51.9 6.4 100.0 40.0 ▲ 60.0 72.2 47.1 ▲ 25.1 75.0 45.5 ▲ 29.5
美 郷 町 51.8 49.3 ▲ 2.5 100.0 50.0 ▲ 50.0 40.0 65.4 25.4 43.2 62.5 19.3
邑 南 町 57.4 54.0 ▲ 3.4 14.3 10.0 ▲ 4.3 32.9 23.7 ▲ 9.2 29.1 20.8 ▲ 8.3
津 和 野 町 57.1 55.5 ▲ 1.6 69.2 57.1 ▲ 12.1 71.7 69.0 ▲ 2.7 71.2 66.7 ▲ 4.5
吉 賀 町 56.0 58.2 2.2 6.7 5.9 ▲ 0.8 33.9 40.0 6.1 28.2 27.7 ▲ 0.5
海 士 町 53.1 50.9 ▲ 2.2 41.7 50.0 8.3 60.0 50.0 ▲ 10.0 53.1 50.0 ▲ 3.1
西 ノ 島 町 37.3 37.7 0.4 33.3 0.0 ▲ 33.3 29.4 0.0 ▲ 29.4 30.4 0.0 ▲ 30.4
知 夫 村 45.9 41.0 ▲ 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 37.5 0.0 23.1 23.1
隠岐の島町 36.5 38.8 2.3 5.9 5.3 ▲ 0.6 24.1 16.7 ▲ 7.4 21.8 15.2 ▲ 6.6
市 町 村 計 45.9 46.5 0.6 21.9 22.0 0.1 30.0 29.4 ▲ 0.6 28.5 27.9 ▲ 0.6
医師国保組合 43.8 45.4 1.6 0.0 0.0 0.0 7.1 7.7 0.6 4.5 5.4 0.9
県 合 計 45.9 46.5 0.6 21.5 21.7 0.2 29.8 29.2 ▲ 0.6 28.2 27.7 ▲ 0.5

※令和３年度受診率および令和３年度終了率（計）は国の公表値、それ以外は本会で集計した値� � � � �
� � � � � � � � �
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速報

●
レ
セ
プ
ト
件
数
（
表
１
、
２
）

レ
セ
プ
ト
件
数
は
1
1
4
万
3
9
4
6

件
で
、対
前
年
同
期
比
5
万
6
2
8
件
の
減

（
▲
4.
2
4
％
）
と
な
っ
た
。
レ
セ
プ
ト

件
数
の
減
少
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に

起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

診
療
区
分
別
に
み
る
と
、入
院
が
5
6
7

件
の
減
（
▲
2.
7
3
％
）、
入
院
外
が
3
万

7
5
9
件
の
減
（
▲
4.
9
6
％
）、
歯
科
が

3
4
3
2
件
の
減
（
▲
2.
7
1
％
）、
調
剤

が
1
万
5
8
7
0
件
の
減
（
▲
3.
7
2
％
）

と
、全
て
の
区
分
に
お
い
て
減
少
し
た
。

●
診
療
日
数
（
表
１
）

診
療
日
数
は
1
4
0
万
4
9
2
4
日
で
、

対
前
年
同
期
比
6
万
5
5
8
1
日
の
減

（
▲
4.
4
6
％
）
と
な
っ
た
。

診
療
区
分
別
で
は
、
入
院
が
9
3
6
6

日
の
減
（
▲
2.
6
2
％
）
、
入
院
外
が

4
万
5
6
2
0
日
の
減
（
▲
5.
0
2
％
）
、

歯
科
が
1
万
5
9
5
日
の
減
（
▲

5.
2
0
％
）
と
な
っ
た
。

●
費
用
額
（
図
２
、
表
１
、
２
）

費
用
額
は
約
2
9
8
億
5
8
6
万
円
と
、

対
前
年
同
期
比
で
約
1
億
5
6
6
6
万
円
の

減
（
▲
0.
5
2
％
）
と
な
っ
た
。
被
保
険

者
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
反
面
、
後
述
の

と
お
り
、
１
人
当
た
り
費
用
額
が
大
き
く

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
費
用
額
は
微
減

に
留
ま
っ
た
。

診
療
区
分
別
で
は
、
入
院
が
約
1
億

1
9
5
8
万
円
の
増
（
0.
9
1
％
）
、

入
院
外
が
約
1
億
2
4
9
7
万
円
の
減

（
▲
1.
3
0
％
）
、
歯
科
が
約
6
7
9
8

万
円
の
減
（
▲
4.
0
0
％
）
、
調
剤
は
約

8
3
2
9
万
円
の
減
（
▲
1.
5
3
％
）
で

あ
っ
た
。

上半期国保費用額は298億586万円
―被保険者数は大きく減少するも一人当たり費用額は高い伸び―

令和５年度上半期 島根県国民健康保険医療費
（令和５年３月～８月診療分）

（国保連合会速報値）

●
平
均
被
保
険
者
数
（
図
１
、
表
２
）

令
和
５
年
度
上
半
期
の
平
均
被
保
険
者

数
は
11
万
6
7
2
3
人
で
、
対
前
年
同
期

比
6
8
6
5
人
の
減
（
▲
5.
5
5
％
）
と

な
っ
た
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
到
達
し
、

後
期
高
齢
者
へ
移
行
し
て
い
る
た
め
、
被

保
険
者
数
は
大
き
く
減
少
し
た
。

令
和
５
年
度
上
半
期
の
医
療
費
（
レ
セ
プ
ト
件
数
、
費
用
額
等
）
の
状
況
に
つ
い
て
、

本
会
で
の
審
査
支
払
額
が
確
定
し
た
の
で
速
報
値
と
し
て
公
表
す
る
。
集
計
対
象
は
、

令
和
５
年
３
月
か
ら
８
月
診
療
分
ま
で
。

令
和
５
年
度
上
半
期
の
費
用
額
は
約
2
9
8
億
5
8
6
万
円
と
、
対
前
年
同
期
比
で

約
1
億
5
6
6
6
万
円
の
減
と
な
っ
た
。
令
和
４
年
か
ら
団
塊
の
世
代
（
昭
和
22
～
24
年

生
ま
れ
）
が
後
期
高
齢
者
へ
移
行
し
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
保
被
保
険
者
数
の
減
少

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
１
人
当
た
り
費
用
額
が
大
き
く
増
加
し
た
た
め
、
総
額

と
し
て
は
微
減
に
留
ま
っ
た
。

以
降
、
対
前
年
同
期
比
で
島
根
県
全
体
の
主
だ
っ
た
特
徴
な
ど
を
掲
載
す
る
。

（人）

0

110,000

115,000

120,000

125,000

130,000

135,000

令和3年3月
～

令和3年8月

令和3年9月
～

令和4年2月

令和4年3月
～

令和4年8月

令和4年9月
～

令和5年2月

令和5年3月
～

令和5年8月

令和 4年度上半期平均
123,588人

令和 5年度上半期平均
116,723人

国保被保険者数
直近12カ月平均値

図１　被保険者数の推移
　（一般＋退職）

費
用
額
:医
科（
入
院
、入
院
外
）、歯
科
、調
剤
に
係
る
、保
険
者
負
担
、患
者
負
担
、他
公
費
負
担
を
含
め
た
額
を
指
す
。

な
お
、入
院
に
は
食
事
療
養
費・生
活
療
養
費
を
含
む
。
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●�

１
人
当
た
り
費
用
額

（
図
３
、
４
、
５
、
６
、
７
、
表
１
、
３
）

１
人
当
た
り
費
用
額
は
25
万
5
3
6
0

円
で
、
対
前
年
度
比
1
万
2
9
1
9
円
の

増
（
5.
3
3
％
）
と
、
大
き
く
増
加

し
た
。
こ
れ
は
、
受
診
率
と
１
件
当
た
り

費
用
額
が
と
も
に
増
加
し
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
。

診
療
区
分
別
で
は
入
院
が
7
3
0
5
円

の
増
（
6.
8
4
％
）
、
入
院
外
が
3
5
1
5

円
の
増
（
4.
5
1
％
）
、
歯
科
が
2
2
7
円

の
増
（
1.
6
5
％
）
、
調
剤
は
1
8
7
2
円

の
増
（
4.
2
6
％
）
と
、
全
て
の
区
分
で

増
加
し
た
。
特
に
入
院
の
伸
び
が
全
体
の

上半期 下半期

607.5

306.1 294.1

301.4

592.8 608.7 590.2

306.7

298.8 290.6

299.6 298.1

302.0

（億円）

0

100

200

300

400

500

600

700

2年度 3年度 4年度 5年度令和元年度

図２　費用額の推移（一般＋退職）

表１　上半期国保医療費等の状況（一般＋退職）

入　院 入院外 医科（入院＋入院外）

令和4年度 令和5年度 伸び率（％） 令和4年度 令和5年度 伸び率（％） 令和4年度 令和5年度 伸び率（％）

レセプト件数（件） 20,770 20,203 ▲ 2.73 620,186 589,427 ▲ 4.96 640,956 609,630 ▲ 4.89

診療日数（日） 357,492 348,126 ▲ 2.62 909,446 863,826 ▲ 5.02 1,266,938 1,211,952 ▲ 4.34

費用額（千円） 13,194,755 13,314,333 0.91 9,633,994 9,509,021 ▲ 1.30 22,828,750 22,823,354 ▲ 0.02

１人当たり費用額（円） 106,765 114,070 6.84 77,953 81,468 4.51 184,718 195,538 5.86

受診率（％） 16.81 17.31 2.97 501.82 504.99 0.63 518.63 522.30 0.71

１件当たり日数（日） 17.21 17.23 0.12 1.47 1.47 0.00 1.98 1.99 0.51

１日当たり費用額（円） 36,909 38,246 3.62 10,593 11,008 3.92 18,019 18,832 4.51

１件当たり費用額（円） 635,280 659,028 3.74 15,534 16,133 3.86 35,617 37,438 5.11

歯　科 調　剤 合　計

令和4年度 令和5年度 伸び率（％） 令和4年度 令和5年度 伸び率（％） 令和4年度 令和5年度 伸び率（％）

レセプト件数（件） 126,501 123,069 ▲ 2.71 427,117 411,247 ▲ 3.72 1,194,574 1,143,946 ▲ 4.24

診療日数（日） 203,567 192,972 ▲ 5.20 1,470,505 1,404,924 ▲ 4.46

費用額（千円） 1,700,423 1,632,444 ▲ 4.00 5,433,355 5,350,066 ▲ 1.53 29,962,527 29,805,864 ▲ 0.52

１人当たり費用額（円） 13,759 13,986 1.65 43,964 45,836 4.26 242,441 255,360 5.33

受診率（％） 102.36 105.44 3.01 620.99 627.74 1.09

１件当たり日数（日） 1.61 1.57 ▲ 2.48 1.92 1.92 0.00

１日当たり費用額（円） 8,353 8,459 1.27 20,376 21,215 4.12

１件当たり費用額（円） 13,442 13,264 ▲ 1.32 12,721 13,009 2.26 25,082 26,055 3.88

（円）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

45,836

13,986

81,468

114,070

令和 4年度 令和 5年度

255,360255,360

43,964

13,759

77,953

106,765

242,441242,441

歯科入院外 調剤入院

図３　上半期１人当たり費用額（一般＋退職）
伸
び
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。　

●
受
診
率
（
図
7
、
表
１
、
３
）

受
診
率
（
１
人
当
た
り
レ
セ
プ
ト

件
数
を
百
分
率
で
表
し
た
も
の
）
は

6
2
7.
7
4
％
で
、
対
前
年
度
比
で

6.
7
5
ポ
イ
ン
ト
の
増（
1.
0
9
％
）
と

な
っ
た
。

診
療
区
分
別
で
は
、
入
院
が
0.

 
5
 0 

ポ
イ
ン
ト
の
増
（
2.
9
7
％
）
、

入
院
外
が
3.
1
7
ポ
イ
ン
ト
の
増

（
0.
6
3
％
）、歯
科
が
3.
0
8
ポ
イ
ン
ト

の
増
（
3.
0
1
％
）
と
、
各
区
分
と
も
に

上
昇
し
た
。
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表２　上半期保険者別平均被保険者数・医療費の状況（一般＋退職）
（レセプト件数および費用額は医科・歯科・調剤の計）

保険者名
平均被保険者数（人） レセプト件数（件） 費用額（千円※）

令和４年度 令和 5 年度 伸び率（％） 令和４年度 令和 5 年度 伸び率（％） 令和４年度 令和 5 年度 伸び率（％）

松 江 市 33,428 31,810 ▲ 4.84 326,441 315,264 ▲ 3.42 7,746,038 7,615,955 ▲ 1.68

浜 田 市 9,402 8,695 ▲ 7.52 98,433 91,118 ▲ 7.43 2,418,706 2,389,690 ▲ 1.20

出 雲 市 29,929 28,481 ▲ 4.84 293,491 286,844 ▲ 2.26 7,175,828 7,284,227 1.51

益 田 市 9,058 8,483 ▲ 6.35 94,288 90,285 ▲ 4.25 2,033,843 2,030,710 ▲ 0.15

大 田 市 6,816 6,467 ▲ 5.12 67,644 63,078 ▲ 6.75 1,740,200 1,706,285 ▲ 1.95

安 来 市 7,038 6,503 ▲ 7.60 63,701 59,705 ▲ 6.27 1,776,015 1,725,755 ▲ 2.83

江 津 市 4,434 4,271 ▲ 3.68 43,213 41,237 ▲ 4.57 1,325,527 1,347,340 1.65

雲 南 市 6,886 6,471 ▲ 6.03 66,402 62,501 ▲ 5.87 1,741,419 1,724,600 ▲ 0.97

奥 出 雲 町 2,419 2,302 ▲ 4.84 23,938 22,734 ▲ 5.03 627,302 651,885 3.92

飯 南 町 930 877 ▲ 5.70 8,578 8,124 ▲ 5.29 242,384 250,250 3.25

川 本 町 634 575 ▲ 9.31 5,725 5,257 ▲ 8.17 209,766 161,936 ▲ 22.80

美 郷 町 906 830 ▲ 8.39 8,722 8,128 ▲ 6.81 278,092 308,292 10.86

邑 南 町 2,314 2,151 ▲ 7.04 19,906 18,635 ▲ 6.39 492,761 514,716 4.46

津 和 野 町 1,595 1,482 ▲ 7.08 17,588 16,722 ▲ 4.92 408,082 451,411 10.62

吉 賀 町 1,240 1,154 ▲ 6.94 12,836 11,901 ▲ 7.28 319,721 336,295 5.18

海 士 町 544 540 ▲ 0.74 2,885 2,977 3.19 132,956 143,056 7.60

西 ノ 島 町 729 682 ▲ 6.45 5,125 5,275 2.93 179,507 190,375 6.05

知 夫 村 200 200 0.00 1,104 1,025 ▲ 7.16 56,908 28,694 ▲ 49.58

隠 岐 の 島 町 3,210 2,929 ▲ 8.75 23,108 21,505 ▲ 6.94 855,237 744,890 ▲ 12.90

市 町 村 計 121,712 114,903 ▲ 5.59 1,183,128 1,132,315 ▲ 4.29 29,760,292 29,606,363 ▲ 0.52

医 師 国 保 1,876 1,820 ▲ 2.99 11,446 11,631 1.62 202,235 199,501 ▲ 1.35

県 合 計 123,588 116,723 ▲ 5.55 1,194,574 1,143,946 ▲ 4.24 29,962,527 29,805,864 ▲ 0.52

※千円未満四捨五入

●
１
件
当
た
り
日
数
（
表
１
）

１
件
当
た
り
日
数
は
1.
9
2
日
で
、

前
年
度
か
ら
の
増
減
は
な
か
っ
た
。

診
療
区
分
別
で
は
、
入
院
が
0.
0
2

日
の
増
（
0.
1
2
％
）
、
入
院
外
は
増

減
な
し
、
歯
科
が
0.
0
4
日
の
減
（
▲

2.
4
8
％
）
と
な
っ
た
。

●
１
日
当
た
り
費
用
額
（
表
１
）

１
日
当
た
り
費
用
額
は
2
万
1
2
1
5

円
で
、
対
前
年
度
比
8
3
9
円
の
増

（
4.
1
2
％
）
と
な
っ
た
。

診
療
区
分
別
に
み
る
と
、
入
院
が

1
3
3
7
円
の
増
（
3.
6
2
％
）
、
入
院

外
が
4
1
5
円
の
増
（
3.
9
2
％
）
、

歯
科
が
1
0
6
円
の
増
（
1.
2
7
％
）
と

な
っ
た
。

●�

１
件
当
た
り
費
用
額

（
図
7
、
表
１
、
３
）

１
件
当
た
り
費
用
額
は
2
万
6
0
5
5

円
で
、
対
前
年
度
比
9
7
3
円
の
増

（
3.
8
8
％
）
と
な
っ
た
。

診
療
区
分
別
に
み
る
と
、
入
院
が
2
万

3
7
4
8
円
の
増
（
3.
7
4
％
）
、
入

院
外
が
5
9
9
円
の
増
（
3.
8
6
％
）
、

歯
科
が
1
7
8
円
の
減
（
▲
1.
3
2
％
）
、

調
剤
が
2
8
8
円
の
増
（
2.
2
6
％
）
と

な
っ
た
。
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表３　上半期保険者別医療費諸率の状況（一般＋退職）
（医科・歯科・調剤の計）

保険者名
１人当たり費用額（円） 受診率※（％） １件当たり費用額（円）

令和４年度 令和５年度 伸び率（％） 令和４年度 令和５年度 伸び率（％） 令和４年度 令和５年度 伸び率（％）

松 江 市 231,721 239,417 3.32 637.80 642.48 0.73 23,729 24,157 1.80

浜 田 市 257,268 274,824 6.82 670.12 671.42 0.19 24,572 26,226 6.73

出 雲 市 239,761 255,756 6.67 618.18 632.98 2.39 24,450 25,394 3.86

益 田 市 224,544 239,377 6.61 628.01 640.68 2.02 21,571 22,492 4.27

大 田 市 255,324 263,851 3.34 640.42 632.16 ▲ 1.29 25,726 27,050 5.15

安 来 市 252,335 265,398 5.18 606.06 610.75 0.77 27,880 28,905 3.68

江 津 市 299,014 315,475 5.51 622.15 617.21 ▲ 0.79 30,674 32,673 6.52

雲 南 市 252,880 266,533 5.40 641.19 638.28 ▲ 0.45 26,225 27,593 5.22

奥 出 雲 町 259,359 283,202 9.19 605.42 609.21 0.63 26,205 28,674 9.42

飯 南 町 260,721 285,510 9.51 594.08 601.03 1.17 28,256 30,804 9.02

川 本 町 330,774 281,465 ▲ 14.91 565.00 566.98 0.35 36,640 30,804 ▲ 15.93

美 郷 町 307,001 371,511 21.01 681.25 688.81 1.11 31,884 37,930 18.96

邑 南 町 212,917 239,328 12.40 588.04 594.28 1.06 24,754 27,621 11.58

津 和 野 町 255,825 304,665 19.09 646.70 665.39 2.89 23,202 26,995 16.35

吉 賀 町 257,839 291,416 13.02 606.21 609.53 0.55 24,908 28,258 13.45

海 士 町 244,405 264,836 8.36 473.72 483.93 2.16 46,085 48,054 4.27

西 ノ 島 町 246,126 279,211 13.44 454.52 516.11 13.55 35,026 36,090 3.04

知 夫 村 285,254 143,590 ▲ 49.66 459.15 420.35 ▲ 8.45 51,547 27,994 ▲ 45.69

隠 岐 の 島 町 266,429 254,316 ▲ 4.55 478.79 488.22 1.97 37,010 34,638 ▲ 6.41

市 町 村 計 244,517 257,666 5.38 624.17 630.85 1.07 25,154 26,147 3.95

医 師 国 保 107,801 109,636 1.70 414.23 430.85 4.01 17,669 17,152 ▲ 2.93

県 合 計 242,441 255,360 5.33 620.99 627.74 1.09 25,082 26,055 3.88

※受診率の算出には調剤レセプト件数を含めていない
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社会保険出版社 検索

TEL 06（6245）0806
大阪市中央区博労町4-7-5　〒541-0059

本社 TEL. 03（3291）9841 ／九州支局 TEL. 092（413）7407

お問い合わせ
大阪支局

　次期（第4期）特定健診・特定保健指導計画ではアウトカム評価が一層重視され、厚生労働省ではPFS＊を導入した事業を積極的に推進しています。
　そこで、このセミナーでは、令和 6 年 4 月から始まる「第 4 期特定健診・特定保健指導」の見直しの概要について解説、また、ICT を活用した結
果を出す特定保健指導事業をご提案いたします。
　今回は二部構成とし、第一部では帝京大学大学院教授 福田吉治 氏及び帝京大学非常勤講師 杉本九実 氏にご登壇いただき、知らず知らずに望まし
い行動の選択を促す“ナッジ”による保健事業の実践について、講演していただきます。

「成果を重視した保健事業」の効果的な進め方「成果を重視した保健事業」の効果的な進め方

 無料オンラインセミナーのご案内 無料オンラインセミナーのご案内

特定健診・特定保健指導ご担当者様へ

特別

令和6年1月30日（火）〈申込締切 1月25日（木）〉

ZOOMウェビナー
１4：30～１7：0０

主　 催 （株）社会保険出版社／（株）インサイツ

お申込み
左記二次元コードから
Webにアクセスの上、お
申し込みください。追っ
て弊社からご連絡いたし
ます。

※「マイナス2・2チャレンジ」は（株）インサイツの登録商標です。

開催日程

参加方法
時　　間 100名（申込先着順）定　　員

令和6年
1月30日（火）
14:30～17:00

参加無料

特別オンラインセミナーの概要

＊成果連動型民間委託契約方式（Pay For Success）

講師　帝京大学大学院公衆衛生学研究科 教授　　　福田 吉治 氏
　　　帝京大学医療技術学部看護学科 非常勤講師　杉本 九実 氏
①『従来の保健事業と成果重視型保健事業の違いについて』
②『第4期（令和6年4月～）特定保健指導の見直しの概要について』
③『特定健診・特定保健指導第４期に準拠したアウトカム評価・ICTの活用に対応可能な
「マイナス2・2チャレンジ」の有効性とコスト抑制効果について』
④『コールセンター等を活用した「電話勧奨」による特定保健指導の利用促進について』

「ナッジを応用した保健事業の実践について」第一部

第二部

福田 吉治 氏 杉本 九実 氏
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県合計 : 255,360円

市町村別１人当たり費用額
最大値　371,511円（美郷町）
最小値　143,590円（知夫村）
最大・最小格差　2.6倍

図４　１人当たり費用額（一般＋退職）
（令和５年３月～令和５年８月診療分）

（円）
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図�５　１人当たり費用額の診療区分別内訳【県合計との差】（一般＋退職）
（令和５年３月～令和５年８月診療分）
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300,000円以上

270,000円以上300,000円未満

240,000円以上270,000円未満

210,000円以上240,000円未満

210,000円未満

300,000円以上

270,000円以上300,000円未満

240,000円以上270,000円未満

210,000円以上240,000円未満

210,000円未満

⑲知夫村
143,590円
⑲知夫村
143,590円

⑧西ノ島町
279,211円
⑧西ノ島町
279,211円

⑮隠岐の島町
254,316円
⑮隠岐の島町
254,316円

⑫海士町
264,836円
⑫海士町
264,836円

④吉賀町
291,416円
④吉賀町
291,416円

③津和野町
304,665円
③津和野町
304,665円

⑱邑南町
239,328円
⑱邑南町
239,328円

①美郷町
371,511円
①美郷町
371,511円

⑦川本町
281,465円
⑦川本町
281,465円

医師国保
109,636円
医師国保
109,636円

市町村計
257,666円
市町村計
257,666円

⑤飯南町
285,510円
⑤飯南町
285,510円

⑥奥出雲町
283,202円
⑥奥出雲町
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⑩雲南市
266,533円
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266,533円
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315,475円

⑪安来市
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⑪安来市
265,398円

⑬大田市
263,851円
⑬大田市
263,851円

⑯松江市
239,417円
⑯松江市
239,417円

⑨浜田市
274,824円
⑨浜田市
274,824円

⑭出雲市
255,756円
⑭出雲市
255,756円

⑰益田市
239,377円
⑰益田市
239,377円

凡例

(○内の数字は1人当たり費用額の高い順位）(○内の数字は1人当たり費用額の高い順位）

図６　保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）
（令和５年３月～令和５年８月診療分）

図７　１件当たり費用額と受診率の相関図
　　（令和５年３月～令和５年８月診療分）

（医科＋歯科＋調剤）
※受診率および１件当たり費用額の算出には調剤件数を含めていない
※曲線は１人当たり費用額を表す
※市町村ごとの配色は、図６の凡例に対応している
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医師国保
受診率：430.85％ 
１件当たり費用額：　25,446円   
１人当たり費用額：109,636円

県合計
受診率：627.74％
１件当たり費用額：  40,680円
１人当たり費用額：255,360円
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日
本
海
の
景
色
を
一
望
し
な
が
ら
一
日
で
鳥
取
県
を
東
西

に
一
往
復
す
る
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
の
レ
ー
ス
で
し
た
。
６
月

に
も
関
わ
ら
ず
天
気
が
良
く
、
最
高
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
で

レ
ー
ス
は
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
楽
し
か
っ
た
の
は
前
半

だ
け
で
し
た
…
。ど
こ
ま
で
も
遠
く
へ
走
れ
そ
う
で
、

限
界
な
ど
無
い
と
思
え
る
く
ら
い
自
然
と
力
が
入
っ
た

私
の
足
が
、
レ
ー
ス
後
半
に
は
自
分
の
物
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
重
く
な
り
、
感
覚
も
鈍
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
急
激

に
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
、
途
中
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
同
僚
に
完
走
し
て
み
せ
る
と
宣
言

し
て
い
た
た
め
、
情
け
な
い
報
告
は
で
き
な
い
な
と

気
持
ち
を
持
ち
直
し
、ペ
ダ
ル
を
漕
ぎ
続
け
ま
し
た
。

終
盤
、
気
付
い
た
ら
ゴ
ー
ル
間
近
に
な
っ
て
い
て
、
ま
わ

り
に
は
少
し
前
方
に
知
ら
な
い
お
じ
さ
ん
一
人
。
何
と
か

追
い
つ
き
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
み
せ
る
も
力
及
ば
ず
…
。

結
果
は
最
下
位
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
し
た
時
に
は
走
り

終
え
た
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
拍
手
で
迎
え
て

く
だ
さ
り
、
こ
れ

ま
で
の
道
の
り
で

苦
し
か
っ
た
こ
と

が
全
部
吹
き
飛
び

ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
学

ん
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
と
諦
め
な
い

気
持
ち
を
仕
事

で
も
存
分
に
発
揮

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
国
保
関
係
の
業
務
に

携
わ
り
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
仕
事
は

大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
周
り
の
方
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
忙
し
く
も
や
り
が
い
が
あ
り
、
毎
日
勉
強
に

な
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
私
の
趣
味
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
私
の
趣
味
は
自
転
車
に
乗
る
こ
と
で
す
。
大
学

生
の
時
に
近
所
の
自
転
車
屋
さ
ん
か
ら
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を

譲
っ
て
も
ら
い
、そ
れ
か
ら
今
ま
で
乗
り
続
け
て
い
ま
す
。

仕
事
を
始
め
て
か
ら
平
日
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
窓
口
業
務

で
庁
舎
内
に
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
意
識
的
に
体
を

動
か
さ
な
い
と
運
動
不
足
に
な
る
と
思
い
、
休
日
の
晴
れ

た
日
に
よ
く
自
転
車
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
屋
内
に

い
る
時
間
が
多
い
の
で
外
で
自
転
車
に
乗
っ
て
風
に

当
た
る
と
、
と
て
も
開
放
的
な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
て
気
持
ち
良
い
で
す
。
そ
の
日
の
気
分
で
行
き
先
を

決
め
る
の
で
す
が
、
よ
く
行
く
場
所
は
雲
南
市
の
さ
く

ら
お
ろ
ち
湖
や
境
港
市
の
弓
ヶ
浜
で
す
。
自
転
車
の
良
い

所
は
、
単
に
運
動
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
道
中
の
街
並
み

や
自
然
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

バ
イ
ク
や
車
も
良
い
で
す
が
、
自
転
車
で
な
い
と
通
れ

な
い
道
や
立
ち
寄
れ
な
い
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
ペ
ダ
ル
を

漕
い
で
自
分
の
力
で
目
的
地
に
到
着
し
た
時
に
感
じ
る

達
成
感
は
自
転
車
に
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
自
転
車
を
趣
味
に
し
て
い
る
の
で
何
か
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
、

今
年
は
初
め
て
自
転
車
の
大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

み
ま
し
た
。「
鳥
取
う
み
な
み
２
５
０
」と
い
う
大
会
で
、

自転車道から見るさくらおろち湖
安来市　市民生活部　
市民課　主事

庄
しょう

司
じ

　光
こ う

一
い ち自転車で気分転換

自分の力で風を切りゴールを目指す！

国保
ストリート
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川
本
町
は
、以
前
か
ら「
音
楽
の
町
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。一
方
で
、こ
こ
最
近
は
小
中
学
生
が

野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
全
国
大
会
に
出
場
し
、

中
央
高
等
学
校
で
は
女
子
野
球
部
が
創
設
さ
れ
た
り
、

カ
ヌ
ー
部
が
国
際
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、若
い
力
が

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
町
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。音
楽

で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、ま
だ
ま
だ
町
が
活
気
づ
い
て
い
く
で

あ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
そ
ん
な
川
本
町
に
や
っ
て
き
て
、今
年
で
４
年
目

に
な
り
ま
す
。松
江
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
最
初

は
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
土
地
で
し
た
が
、今
で
は

だ
い
ぶ
町
の
空
気
に
も
馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。今
回
、

本
誌
に
原
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、こ
の

機
会
に
こ
こ
ま
で
の
保
健
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
、こ
れ

か
ら
働
く
う
え
で
の
思
い
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

川
本
町
は
人
口
３
０
０
０
人
程
の
小
さ
な
町
で
、

そ
れ
ゆ
え
常
勤
の
保
健
師
も
６
名
と
県
内
で
も
か
な
り

少
な
い
部
類
に
入
り
ま
す
。一
人
一
人
の
保
健
師
が
担
う

役
割
も
そ
の
分
大
き
く
、川
本
町
に
来
て
か
ら
保
健
師

と
し
て
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。普
段

は
主
に
が
ん
検
診
業
務
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、事
業

が
あ
れ
ば
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、様
々
な
場
面
で
幅

広
い
年
代
の
方
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

入
庁
し
た
当
初
は「
保
健
師
っ
て
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ

し
な
い
と
い
け
な
い
の
に
、自
分
に
で
き
る
の
か
」と

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け

な
が
ら
、少
し
ず
つ
保
健
師
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
４
年
間
の
保
健

師
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、最
近
自
分
が
出
前
講
座

で
話
し
た
内
容（
う
つ
病
や
認
知
症
に
つ
い
て
）が
、地
区

の
サ
ロ
ン
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
耳
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
て「
自
分
の
伝
え
た
内
容
を
覚
え
て
く
れ
て

い
る
ん
だ
な
」と
い
う
喜
び
と
と
も
に「
保
健
師
と
し
て

責
任
を
も
っ
て
事
業
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
な
」

と
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。正
直
、保
健
師
と
し
て

ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
、知
識
も
技
術
も
も
っ
と
身
に
着
け

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
自
分
で
は
感
じ
て
い
ま

す
。し
か
し
、住
民
の
方
々
に
と
っ
て
自
分
は「
町
の
保
健

師
」で
あ
り
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
サ
ロ
ン
で
話
が

あ
が
る
ほ
ど
存
在
を
認
知
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

知
識
や
技
術
が
足
り
な
か
っ
た
、と
い
っ
て
半
端
な
こ
と
は

で
き
な
い
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
保
健
師
人
生
の
中
で
様
々
な
出
来
事
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
は「
町
の
保
健
師
」

で
あ
る
、と
い
う
自
覚

を
常
に
忘
れ
ず
日
頃
の

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。ま
だ
ま
だ

未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
が
、上
司
や
先
輩
保

健
師
、そ
し
て
川
本
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
お
力
を

お
借
り
し
な
が
ら
成
長

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

川本町　健康福祉課�
保健師

宮
み や

浦
う ら

　　凜
り ん

住民から信頼される保健師を目指します！

「町の保健師」として住民と向き合う

保健師としての
これまでとこれから
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1.　Kanamori S, Kai Y, Aida J., et al. Social participation and the prevention of functional disability in older Japanese: 
      the JAGES cohort study. PLoS One 2014 Jun 12;9(6):e99638.
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ま
ず
は
身
近
な
社
会
参
加
か
ら

高
齢
期
に
人
と
の
交
流
機
会
が
減
る
と
、
社
会

的
フ
レ
イ
ル
（
＝
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
る
虚
弱

化
）
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
要
介
護
状
態
に
移
行
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
加
齢
に
伴
い
気
力
や
体
力
が

減
退
し
、
人
と
会
う
こ
と
や
外
出
が
億
劫
に
な
り
、

さ
ら
に
気
力
や
体
力
が
低
下
し
て
、
ま
す
ま
す
交
流

や
外
出
機
会
が
億
劫
に
…
。
こ
う
し
た
負
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
た
め
に
も
、
高
齢
期
に
は
で
き
る
だ
け

人
と
関
わ
り
合
え
る
社
会
的
な
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
―
い
わ
ゆ
る
「
社
会
参
加
」
―
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
買
い
物
や
近
所
へ
の
お
散
歩
、
友
人
・

知
人
と
出
か
け
る
、
病
院
へ
の
定
期
通
院
、
自
治
会

の
集
ま
り
や
健
康
教
室
・
サ
ロ
ン
な
ど
の
地
域
活
動

へ
の
参
加
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は

●プロフィール
平成18年4月に雲南市が設置した研究機関で、
地域の健康づくり政策の形成に資する実践的学術
研究の推進に取り組んでいる。今年度の主要研究
テーマは、「スポーツによる地域共生社会の実現
に向けた実践評価モデルの構築」。博士（環境共
生学）、修士（武道・スポーツ学）、健康運動指導
士、島根大学研究・学術情報機構地域包括ケア教
育研究センター客員研究員、日本転倒予防学会理
事、日本体力医学会評議員、日本運動疫学会編集
委員、日本運動器疼痛学会代議員など。

●最近の著書（共著含む）
１）�武藤芳照ほか編（分担執筆）．転倒予防白書2023．日
本医事新報社．2023�

２）�日本転倒予防学会監修（分担執筆）．高年労働者のた
めの転倒・転落事故防止マニュアル．新興医学出版社．
2023

第 59 回

みなさんこんにちは。雲南市の北湯口です。
新型コロナの５類移行後、初めての年末年始。
この時期ならではの家庭・地域行事も復活し、人
や地域とのつながりも戻って、久しぶりの再会や
新たな出会いを喜んだ人も多いのではないでしょ
うか。過ごし方は人それぞれですが、身近な人や
大切な人と過ごすことの多い年末年始は、自分自
身のさまざまなつながりやその大切さを1年で最
もよく実感できる貴重な期間と言えるかもしれま
せん。
コロナ禍がようやく落ち着きを見せつつある一
方、世界中で紛争や異常気象による自然災害が多
発しており、不安定な社会情勢は続いています。
ただただ平和と安全を祈るばかりですが、できる
ことがあるとすれば、身近な人や自然を普段から
大切にすることでしょうか。ごく当たり前のこと
をいつも以上に大切にする。そんな1年にしてい
きたいと、気持ちを新たにしたところです。
さて、今回は、どのような社会参加が介護予防
に効果的なのかについて紹介していきます。
それではよろしくお願いいたします！

北
きた

湯
ゆ

口
ぐち

　純
じゅん

身体教育医学研究所うんなん
主査/管理研究員

あ
な
た
も
き
っ
と
で
き
る
！

つ
な
が
り
と
身
体
活
動 

編

身
体
活
動

身
体
活
動
のの

コ
ツ
コ
ツ

身
体
活
動
の

コ
ツ
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決
し
て
特
別
な
活
動
で
は
な
く
、
多
く
の
高
齢
者
に

と
っ
て
身
近
な
社
会
参
加
と
言
え
ま
す
。

効
果
的
な
社
会
参
加
ト
ッ
プ
３
は
？

ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
自
分
に
あ
っ
た
社
会
参
加

が
何
か
一
つ
で
も
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
を

前
提
と
し
た
上
で
、
特
に
介
護
予
防
に
効
果
的
と

言
わ
れ
て
い
る
社
会
参
加
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
。
図
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
65
歳

以
上
の
日
本
人
男
女
1
万
2
9
5
1
人
を
4
年
間

に
わ
た
っ
て
追
跡
し
、
ど
う
い
っ
た
社
会
参
加
が
、

将
来
（
4
年
後
）
に
要
介
護
状
態
に
な
る
危
険
性
を

低
下
さ
せ
て
い
た
か
を
調
べ
た
研
究
で
す
。
グ
ラ
フ

の
縦
軸
は
「
危
険
性
」
を
表
し
、
縦
の
棒
が
低
い

ほ
ど
要
介
護
に
な
り
に
く
い
活
動
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
介
護
予
防
に
効
果
的
な
社
会

参
加
の
ト
ッ
プ
３
は
、「
運
動
」「
趣
味
」「
町
内
会
」

で
し
た
。
そ
の
他
の
活
動
は
、
要
介
護
の
危
険
性
を

下
げ
る
こ
と
も
上
げ
る
こ
と
も
な
く
、
統
計
学
的
に

み
て
も
有
意
な
関
係
性
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

（
そ
の
活
動
へ
の
参
加
は
要
介
護
状
態
に
影
響
し
て

い
な
か
っ
た
）
。

運
動
×
つ
な
が
り

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
参
加
の
う
ち
で
運
動
の

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
が
最
も
要
介
護
状
態
に

な
り
に
く
く
、
そ
の
参
加
者
は
、
不
参
加
者
に

比
べ
て
要
介
護
状
態
に
な
る
人
が
34
％
も
少
な

か
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。
運
動
そ
の
も
の
の

効
果
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
で
の

活
動
に
よ
り
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
育
ま
れ
て

い
る
面
も
相
ま
っ
て
、
健
康
効
果
が
よ
り
高
ま
っ
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
運
動
×
つ
な
が
り
」

が
、
最
も
有
効
な
社
会
参
加
の
組
み
合
わ
せ
と

言
え
そ
う
で
す
。

普
段
の
活
動
も
効
果
的

ま
た
、
「
趣
味
」
や
「
町
内
会
」
と
い
っ
た
、

一
見
、
健
康
に
直
接
的
に
は
寄
与
し
そ
う
に
な
い

グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
で
も
、
介
護
予
防
の
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
社
会
的
つ
な
が
り
が
介
護

予
防
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
仲
間
と
趣
味
に
取
り
組
む

こ
と
を
通
じ
た
「
生
き
が
い
づ
く
り
」
や
、
身
近
な

人
と
力
を
合
わ
せ
る
「
地
域
づ
く
り
（
自
治
）
」
の

意
義
も
高
め
て
く
れ
る
知
見
と
言
え
ま
す
。
運
動
が

好
き
じ
ゃ
な
く
て
も
、
趣
味
の
会
な
ら
だ
い
ぶ
参
加

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
ま
す
。
町
内
会
で
の
定
例

集
会
や
清
掃
活
動
な
ど
は
、
欠
か
せ
な
い
活
動
と

分
か
っ
て
い
て
も
仕
事
や
家
庭
で
忙
し
い
な
か
で

は
負
担
に
感
じ
る
面
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
将
来
の
健
康
投
資
の
一
つ
と
考
え
れ
ば
、

そ
の
負
担
も
少
し
は
和
ら
い
だ
り
し
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
、
地
域
の
人
が
寄
り
合
え
る
「
通
い
の

場
」
の
充
実
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
に
は
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
誰
も
が

好
き
な
こ
と
得
意
な
こ
と
（≒

趣
味
）
へ
の
取
り

組
み
や
す
さ
や
、
従
来
か
ら
あ
る
地
縁
（≒

町
内

会
）
に
基
づ
い
た
活
動
を
支
え
る
こ
と
だ
け
で
も
、

効
果
的
な
介
護
予
防
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
と
思
い
ま
す
。�

（
続
く
）

図1　介護予防に効果的な社会参加とは？

＊ ＊ ＊

運動・趣味・町内会の参加者は、
不参加者に比べて要介護状態になる人が
15％～ 34%少なかった

4
年
後
に
要
介
護
状
態
に
な
る
危
険
性

基
準

＊4年後に要介護状態になる危険性の低下が統計学的に認められた項目
　（他の項目は、その危険性を下げることも上げることもなかった）  Kanamori, Kai et al. PLoS One. 2014
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【材料（4人分）】
サバの水煮……1缶（200ｇ程度）
※汁（大さじ１杯）も入れる

大根………………………… 300g
白菜………………………… 300g
ねぎ……………………… 100g
えのき……………………… 200g
青菜（春菊・青梗菜等）… 200g
豆腐………………………… 200g
こんにゃく………………… 100g

（割り下醤油）
醤油………………………… 80ml
（カップ 1/4 と大さじ 2杯）

だし汁………………………300ml
（カップ 1と 1/2）

市販の混合だしパック… 1パック
砂糖…………………………… 18g

（大さじ 2杯）

ヘルシー料理教室ヘルシー料理教室
メタボ解消！健康への道お手軽

島根県栄養士会

辻
つじ

　智
とも

子
こ

【１人分】
エネルギー　237kcal

塩分　4.2ｇ（汁を残すと3.4ｇ）

　大田市では、すき焼きに肉ではなく、魚介類を入れて煮る「へか焼き」という郷土料理が
あります。この料理では、本来は、アマダイやノドグロといった旬の食材魚を切って入れ 
ますが、魚を骨まで食べることができるよう、今回はサバの缶詰を使うことにしました。
　この１品で、魚も野菜もしっかりと摂ることができます。寒い冬に主菜・副菜をしっかり
摂れるおすすめの１品です。

へか焼き風鍋

【作り方】
❶……・大根を厚さ0.5～１㎝の短冊切り
にする。

・白菜を長さ 5cm程度のざく切り
にする。
・ねぎを長さ 5cm程度の斜め切り
にする。
・えのきの石づきを切り落とす。
・青菜を 5cm程度のざく切りにす
る。
・豆腐を4×2×1cm程度の角切り
にする。
・こんにゃくを0.5～１㎝の短冊切り
にする。

❷……醤油、だし汁、砂糖を合わせて割り
下醤油を作り、鍋に入れる。

❸……鍋に大根、白菜、ねぎ、えのき、…
青菜と豆腐、こんにゃくを入れ、…
その上にサバの水煮を汁ごと…
のせて、大根が軟らかくなるまで
煮る。

〈一口メモ〉
柚子等の柑橘類の汁を入れる
と、醤油を減らしても、香りや酸
味で美味しくいただけます。
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一一
いちいち

畑畑
ばたばた

薬薬
やくやく

師師
しし

管長管長（（一一
いちいち

畑畑
ばたばた

寺寺
じじ

住職）住職）

飯飯
いいいい

塚塚
づかづか

��大大
だいだい

幸幸
こうこう

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
干
支
の

５
番
目
の
辰た

つ

年
で
す
。
辰
は
「
振
る
う
」
と
い
う
文
字

に
由
来
し
、
天
地
万
物
が
振
動
し
、
草
木
も
成
長
し
て

活
力
に
あ
ふ
れ
ま
す
。
ゆ
え
に
「
隆
盛
」
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。

動
物
の
「
龍
」
は
、
十
二
支
の
中
で
唯
一
の
空
想
上

の
生
き
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド
で
も
中
国
で
も
日
本

で
も
、
仏
教
を
守
護
す
る
も
の
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
一
畑
薬
師
の
本
堂
正
面
に
も
立
派
な
龍
の

彫
り
物
が
あ
り
、
お
薬
師
様
を
守
護
し
て
い
ま
す
。

京
都
の
大
本
山
で
も
、
天
井
に
龍
が
描
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

禅
の
世
界
で
は
「
龍
が
吟ぎ

ん

ず
れ
ば
雲
が
起
る
」
と
か

「
四
海
の
浪な

み
は
平
ら
か
に
、
龍
の
眠
り
は
穏
や
か
な
り
」

な
ど
、
龍
に
ち
な
ん
だ
言
葉
が
引
用
さ
れ
ま
す
。
龍
の

力
強
さ
に
よ
る
守
護
の
象
徴
、
世
界
を
平
和
に
鎮し

ず

め
る

象
徴
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
す
。

今
年
の
色
紙
に
は「
平
安
」と
書
き
ま
し
た
。「
平
和
」

と
「
安
ら
ぎ
」
で
す
。
年
が
明
け
て
い
き
な
り
、
能
登

地
方
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
悲
し
い
こ
と

に
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
、
ま
た
犠
牲
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
と
と
も
に
、

復
興
に
向
け
て
少
し
で
も
多
く
の
ご
支
援
を
と
思
う

こ
と
し
き
り
で
す
。

世
界
の
各
地
で
は
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
た
な

火
種
が
く
す
ぶ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
の

言
葉
に
「
実
に
こ
の
世
に
お
い
て
は
、
怨う

ら

み
に
怨
み
を

も
っ
て
し
た
な
ら
ば
、
つ
い
に
怨
み
の
や
む
こ
と
が

な
い
。
怨
み
を
す
て
て
こ
そ
や
む
。
こ
れ
は
永
遠
の

平
　
安
　
︱
平
和
と
安
ら
ぎ
︱真

理
で
あ
る
。
」
（
法
句
経
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な

尊
い
真
実
の
言
葉
も
む
な
し
く
響
く
ば
か
り
で
す
。

私
た
ち
は
「
平
安
」
を
願
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

多
く
の
人
々
が
「
平
和
」
と
「
安
ら
ぎ
」
を
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

ホ
ッ
と
一
息

ホ
ッ
と
一
息

コ
コ
ロ

コ
コ
ロ
のの

和和
カ
フ
ェ

カ
フ
ェ

ホ
ッ
と
一
息

ホ
ッ
と
一
息

コ
コ
ロ

コ
コ
ロ
のの

和和
カ
フ
ェ

カ
フ
ェ

飯塚 大幸／いいづか　だいこう

一
いち

畑
ばた

薬
やく

師
し

管長（一
いち

畑
ばた

寺
じ

住職）
昭和35年��島根県出雲市（旧平田市）生まれ
昭和48年���13歳で京都・大

だい
珠
しゅ
院
いん
（盛
もり
永
なが
宗
そう
興
こう
師）へ

弟子入り
昭和58年��駒澤大学仏教学部�卒業
昭和58年��埼玉・平

へい
林
りん
寺
じ
専門道場へ入門（6年間）

平成元年����ロンドン仏教協会�禅センターへ留学（1年間）
平成 5年��一畑寺�住職（現職）
平成14年��一畑薬師教団�管長（現職）

・社会福祉法人真
まごころ
心会

かい
�理事長

・山陰尺八道場��第三代��道場主
・島根半島四

しじゅうに
十二浦

うら
巡り再発見研究会��会長

・出雲縁結び街道振興協議会��会長

○趣味　尺八、自転車、ジョギング
2024年（令和6年）平安

23 しまねの国保　2024. 1

現代社会を特徴づけるものとして、“ストレス”があります。

時間に追われ、ゆったりとした生活をすることができないと、

心のバランスも崩れてしまいます。職場におけるメンタル

ヘルスが重要視される中、ここでは、一畑薬師管長の

飯塚大幸氏に“心の健康”についてお話いただきます。

『ココロの和カフェ』でホッと一息つきませんか？



島根県在宅保健師等の会

「
ぼ
た
ん
の
会
」
雲
南

地
区
は
、
雲
南
市
、
奥
出
雲

町
、飯
南
町
に
お
い
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
広
範
囲
に

及
ぶ
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
で
き
る
こ
と
を
実
施
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、旧
吉
田
村
の
時
代
か
ら

約
50
年
継
続
し
て
い
る
「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
の

活
動
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
県
か
ら
吉
田
村
に
派
遣
さ
れ
た
際
、
国
保

連
合
会
が
開
催
し
た
「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
の

研
修
を
受
け
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
体
操
の
普
及
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
当
時
は
村
で
唯
一
の

保
健
師
で
し
た
の
で
、
教
育
委
員
会
に
協
力
い
た

だ
き
、
多
く
の
地
域
住
民
の
方
々
と
共
に
月
1
～

２
回
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

私
が
保
健
所
へ
戻
っ
た
後
は
、
役
場
の
保
健
師

と
教
育
委
員
会
が
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
行
政
の

手
か
ら
離
れ
た
後
は「
ぼ
た
ん
の
会
」の
活
動
と
し
、

住
民
の
方
に
寄
り
添
っ
て
今
日
ま
で
継
続
し
て

き
ま
し
た
。
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
現
在
は
数
人

と
な
り
ま
し
た
が
、細
々
と
「
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で

や
り
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま
す
。

3
年
程
前
か
ら
は
、
雲
南
市
が
設
立
し
た
「
身
体

教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
」
の
指
導
を
受
け

た
「
ゴ
ム
バ
ン
ド
体
操
」
も
加
え
、１
時
間
15
分

程
度
参
加
住
民
の
方
と
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

体
操
の
後
は
お
茶
会
で
、
最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
方
法
を
は
じ
め
、
困
り

ご
と
や
介
護
保
険
の
こ
と
等
世
間
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
身
体
を
動
か
せ
る
こ
と
、
保
健
師
が

い
る
の
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
こ
と
、
体
操
に

行
く
と
い
う
生
活
の
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
色
々
な
話
が
で
き
楽
し
い
こ
と
等
で

「
健
康
づ
く
り
」「
交
流
」「
情
報
交
換
」「
困
り

ご
と
相
談
」「
安
否
確
認
・
見
守
り
」「
居
場
所
・

集
い
の
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
地
域
運
動
指
導
員
の
資
格
を

取
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
の
ま
め
な
か

（
元
気
で
す
か
）
会
話
や
、
サ
ロ
ン
活
動
、
介
護
・

認
知
症
の
相
談
活
動
、
訪
問
活
動
等
に
勤
し
ん
で

い
ま
す
。
保
健
師
は
生
涯
現
役
と
言
い
ま
す
が
、

資
格
が
生
か
さ
れ
、
地
域
住
民
の
方
々
に
使
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。　

ま
た
、
介
護
保
険
審
査
委
員
も
引
き
受
け
、
15
、

6
年
続
け
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
高
齢
者
の
介
護

状
況
が
分
か
り
と
て
も
勉
強
に
な
る
た
め
、

こ
れ
も
意
義
深
い
活
動
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
も
う
一
つ
、
読
み
聞
か
せ
の
グ
ル
ー
プ

「
虹
の
会
」
に
参
加
し
、保
育
所
、小
学
校
、高
齢
者

施
設
、
地
域
の
サ
ロ
ン
等
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
平
成
18
年
4
月
の
退
職
後
か
ら
継
続

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
様
お
元
気
で
！
ご
き
げ
ん
よ
う
！

島
根
県
在
宅
保
健
師
等
の
会
「
ぼ
た
ん
の
会
」
は
、県
内
二
次
医
療
圏
単
位
７
つ
の
地
区
に
お
い
て
、

島
根
県
在
宅
保
健
師
等
の
会
「
ぼ
た
ん
の
会
」
は
、県
内
二
次
医
療
圏
単
位
７
つ
の
地
区
に
お
い
て
、

住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
各
地
区
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
各
地
区
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
雲
南
地
区
に
お
け
る
健
康
体
操
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
雲
南
地
区
に
お
け
る
健
康
体
操
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

集
い
の
場「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」

集
い
の
場「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」

「
ぼ
た
ん
の
会
」
雲
南
地
区　

「
ぼ
た
ん
の
会
」
雲
南
地
区　

大大お
お
お
お

家家ええ　　

眞眞まま

木木きき

子子ここ

い

の

ち
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に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
ラ
ン
チ
は
何
に 

し
よ
う
か
と
相
談
し
て
い
る
と
、
お
二
人
が
、

日
本
で
時
々
食
べ
て
い
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋

さ
ん
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
あ
る
の
で
、
日
米
で 

食
べ
比
べ
て
み
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
一
緒

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
長
た
ち
も
、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
る
ん
だ
と
い
う
素
直

な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

よ
く
あ
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
小
さ
な 

テ
ー
ブ
ル
で
お
二
人
と
向
き
合
っ
て
、
ハ
ン 

バ
ー
ガ
ー
セ
ッ
ト
を
食
べ
ま
し
た
。
向
か
い

の
お
二
人
が
う
れ
し
そ
う
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

を
食
べ
、
ポ
テ
ト
を
シ
ェ
ア
す
る
の
を
見
て
、 

こ
ん
な
場
面
は
め
っ
た
に
な
い
と
、
ツ
ー 

シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き 

11
月
初
め
、帝
京
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
提
携
30
周
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
た
め
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
（
米
国
ボ
ス
ト
ン

市
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
と 

し
て
は
、
と
て
も
名
誉
な
機
会
で
あ
る
と 

と
も
に
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の 

で
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
訪
問
で
は
、
本
学
の

学
長
・
副
学
長
ご
夫
妻
と
同
行
し
ま
し
た
。 

お
二
人
に
同
行
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、

実
は
講
演
よ
り
緊
張
し
ま
し
た
。
結
果
、
特
段

問
題
な
く
（
お
そ
ら
く
）、無
事
に
任
務
は
終
了

し
ま
し
た
。

旅
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
く
つ
か
あ
る
の 

で
す
が
、
そ
の
一
つ
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋
さ
ん

ま
し
た
。

そ
の
写
真
が
と
て
も
い
い
の
で
す
。う
れ
し

そ
う
に
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
ポ
テ
ト
を
食
べ
て

い
る
様
子
は
、
海
外
に
初
め
て
行
っ
て
、
ど
こ

で
何
を
食
べ
れ
ば
よ
い
の
か
悩
ん
で
、
日
本
で

も
な
じ
み
の
あ
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋
さ
ん
に

寄
っ
た
普
通
の
仲
良
し
カ
ッ
プ
ル
み
た
い
で 

し
た
。
見
て
い
る
こ
ち
ら
が
ほ
の
ぼ
の
と
、 

う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
写
真
で
す
。
私
は
、 

お
二
人
の
部
下
で
す
の
で
、
例
え
る
な
ら
ば
、

両
親
が
仲
良
く
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
安
心 

す
る
子
供
み
た
い
な
気
持
ち
、
と
言
え
ば
わ
か

り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
年
、〝
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
〟
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
仕
事
か
ら 

活
力
を
得
て
い
き
い
き
と
し
て
い
る
」 

（
活
力
）、「
仕
事
に
誇
り
と
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
」 （
熱
意
）、「
仕
事
に
熱
心
に
取
り 

組
ん
で
い
る
」（
没
頭
）
の
３
つ
が
揃
っ
た 

状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ 

メ
ン
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
、
あ
る
い
は 

高
め
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
職
場

環
境
や
上
司
と
の
関
係
性
が
重
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

会
社
な
ど
で
、
上
司
が
い
つ
も
不
機
嫌
な 

顔
を
し
て
い
る
と
か
、
上
層
部
の
仲
が
良
く 

な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う 

場
合
、
部
下
は
や
る
気
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た

り
、
不
安
に
な
っ
た
り
し
が
ち
で
す
。
逆
に
、

上
司
が
笑
顔
で
、
仲
良
く
し
て
い
る
と
、
そ

れ
だ
け
で
、
職
場
環
境
が
明
る
く
な
り
、
心
理

的
な
安
全
性
も
高
ま
り
ま
す
。
部
下
は
安
心 

し
て
、
や
る
気
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
つ
ま
り
、ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

が
高
ま
る
わ
け
で
す
。

私
を
含
め
て
、
上
司
や
管
理
職
に
は
少
な 

か
ら
ず
辛
い
こ
と
や
大
変
な
こ
と
が
あ
る 

わ
け
で
、
つ
い
、
笑
顔
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
い
つ
も
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
だ
け
笑
顔
で
、
そ
し
て
、
み
ん
な
と 

仲
良
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

辛
い
時
は
、
ボ
ス
ト
ン
で
の
お
二
人
の
写
真
を

眺
め
て
、
安
心
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

笑
顔
の
重
要
性
は
、
上
司
や
管
理
職
だ
け
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
人
に
当
て
は
ま
る
の
か
も 

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
み
な
さ
ん 

に
も
お
見
せ
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
お
許
し

は
出
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
想
像
に
お
任
せ 

し
ま
す
。
同
じ
気
持
ち
に
な
り
た
い
方
は
、 

上
司
と
一
緒
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋
さ
ん
に 

で
も
行
っ
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
カ
ギ
は

上
司
に
あ
り

出身地　大分県

帝京大学大学院�公衆衛生
学研究科研究科長　教授
帝京大学産業環境保健学
センター　センター長

【略歴】
平成3年熊本大学医学部卒業。平成10年熊本大学大学院 
医学研究科修了（社会医学専攻）。
国立医療・病院管理研究所（医療政策研究部）、東京 
医科歯科大学医学部（公衆衛生学講座）、国立保健 
医療科学院（疫学部）を経て、平成22年に山口大学 
医学部地域医療学講座教授に就任。平成27年から 
帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授、平成30年 
には同研究科長。

【主な著書】
「ナッジを応用した健康づくりガイドブック」共著
2023年　帝京大学大学院公衆衛生学研究科

「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)からの 
教訓―これまでの検証と今後への提言」
共著 2021年　大修館書店　「健康行動理論による
研究と実践」共著 2019年　医学書院　　他論文多数

【学会・委員】
国 民 健 康 保 険 中 央 会 国 保・後 期 高 齢 者 ヘ ル ス 
サポート事業運営委員会
国民健康保険団体連合会 保健事業支援・評価委員会
委員（東京都・埼玉県）など

福田　吉治
ふくだ　よしはる

こくほ随想
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日 行　　　　　事
1 全国国民健康保険診療報酬審査委員会会長連絡協議会

（第3回）［東京都（テレビ会議併用）］

全国国保連合会第三者行為求償事務担当者等研修
［東京都］（～2日）

2 全国国保連合会審査担当課（部）長会議
［東京都（テレビ会議併用）］

6 国保データベース（KDB)システム担当者説明会
［テレビ会議］

7 介護給付適正化研修会［Web会議］

診療報酬適正化連絡協議会［本会］

11 診療報酬請求事務能力認定試験［広島県広島市］

12 島根県子ども・若者支援地域協議会「実務者会議」
［Web会議］

島根県周産期医療協議会［Web会議］

第2回監事会［奥出雲町］

13 医療費等データ評価・分析研修［テレビ会議］（～14日）

15 国保情報集約システムに係る国保連合会向け説明会
［テレビ会議］

第2回高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
における市町村への支援体制検討会議［松江市］

16 選択研修「OJT（仕事を通じた人材育成）講座」フォロー
アップ研修［松江市］

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問
［飯南町］

弁護士相談［本会］ 

島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

日 行　　　　　事

17 島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］
（～22日）

19 次期国保総合システム担当者説明会［テレビ会議］

20 全国国保連合会総合調整会議［テレビ会議］

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る吉賀町との
協議［Web会議］

21 「国保連合会保健事業支援・評価委員会」報告会
［Web会議］

障害者総合支援給付審査支払等システム担当者説明会
［Web会議］

22 第9回介護保険保険者事務処理システム運営委員会
［Web会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議［Web会議］

介護給付費等審査委員会［本会］

23 第2回島根県地域医療支援会議［Web会議］

第1回島根県医療審議会総会［Web会議］

中国地方国保連合会事務局長・総務担当部（課）長会議
［テレビ会議］

26 松江地域保健医療対策会議　医療・介護連携部会
（松江地域医療構想調整会議）［松江市］

27 インボイス制度開始に伴うシステム担当者説明会
［テレビ会議］

1212月月
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1212月月
日 行　　　　　事

1 全国審査担当課（部）長会議［テレビ会議］

5 全国国民健康保険診療報酬審査委員会会長連絡協議会
［テレビ会議］

7 予防接種事務デジタル化に関する国保連合会担当者
説明会［Web会議］

島根県保険者協議会第2回企画調査部会

11 全国国保連合会総合調整会議［テレビ会議］

12 地単事業に係る実態調査及びマスタ整備に関する自治体
向け説明会［Web会議］

愛媛県国保連合会業務視察［本会］

介護サービス苦情処理委員会［本会］

13 データヘルス計画担当者連絡会［Web会議］

日 行　　　　　事

14 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問
［島根県後期高齢者医療広域連合］

15 島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］
（～20日）

島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

18 データヘルス計画担当者連絡会［Web会議］

「OJT（仕事を通じた人材育成）講座」フォローアップ
研修［自治研究所］

20 「保健事業支援・評価委員会」委員による報告会
［Web会議］

21 オンライン請求システム等担当者説明会［Web会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議［県庁］

介護給付費等審査委員会［本会］

22 島根県地域医療支援会議［Web会議］

島根県医療審議会［Web会議］

25 第2回島根県国民健康保険運営協議会［県職員会館］

27 第9回介護保険保険者事務処理システム運営委員会
［Web会議］
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特定健診等実施率向上の取り組み
や令和６年度事業計画・予算等に
ついて協議を行った。
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島根県国民健康保険団体連合会  理事長

島根県健康福祉部  部　長

国民健康保険中央会  会　長
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国保制度改善強化全国大会

報告� 6

第31回島根県国保地域医療学会

速報� 10

令和4年度
　島根県特定健診・特定保健指導実施状況
令和5年度上半期
　島根県国民健康保険医療費

保険者コーナー� 18

国保ストリート
 安来市　市民生活部　市民課　主事　庄司　光一

ガンバッテマス
川本町　健康福祉課　保健師　宮浦　　凜

健康にだんだん� 20

あなたもきっとできる！ 身体活動のコツ
 身体教育医学研究所うんなん　主査／管理研究員　北湯口　純

お手軽！ ヘルシー料理教室
 島根県栄養士会　辻　　智子

ホッと一息ココロの和カフェ
 一畑薬師　管長　飯塚　大幸

島根県在宅保健師等の会� 24

ホップステップジャンプ
 「ぼたんの会」雲南地区　　大家　眞木子

こくほ随想� 25

ワークエンゲージメントのカギは上司にあり
帝京大学大学院 公衆衛生学研究科研究科長　教授
帝京大学産業環境保健学センター　センター長　 　福田　吉治

連合会日誌� 26

11月・12月

自分を調べよう（島根県国民健康保険団体連合会）
今回の表紙を飾るイラスト、皆さんもどこかで目にしたことがあるタッ
チではないでしょうか。これは、健康づくりの意識啓発を目的として、
安来市出身の芸人ネゴシックスさんに依頼し、描いていただきました！
「自分を調べよう」というメッセージとともに、健(検)診を身近に感じて
もらえるような内容となっており、今後、健康づくりイベント等でもお
披露目する予定です。ご覧になった皆さんの健康意識向上の一助とな
れば幸いです。

山本　浩章
安食　治外
岡﨑　誠也
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連 合 会 日 誌
1111月月

日 行　　　　　事
1 中・四国地方国保連合会事務局長会議［愛媛県松山市］

介護給付適正化中国・四国ブロック研修会
［徳島県徳島市］（～2日）
国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問

［知夫村］
2 レセプト点検相談［安来市］
4 全国国保連合会審査担当課（部）長会議［テレビ会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議部会
（東部地区）［松江市］
AIを活用した特定健康診査受診率向上支援事業に係る
期中報告［雲南市］

6 第44回川本町産業祭［川本町］
7 全国国保連合会常勤役員会議［東京都］（～8日）
8 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議［Web会議］

国保中央会役員と小規模国民健康保険団体連合会の 
諸課題検討会議会員との意見交換会［東京都］
保健事業支援・評価委員会による保険者訪問［松江市］
審査事務共助知識力認定試験［本会］

9 レセプト点検相談［雲南市］
介護保険業務に係る意見交換［川本町］

10 電算業務等にかかる保険者巡回相談［浜田市］
11 電算業務等にかかる保険者巡回相談［吉賀町］

レセプト点検相談［出雲市］
国保制度改善強化に関する市長会・町村会との協議

［松江市］
14 電算業務等にかかる保険者巡回相談［邑南町］
15 人事評価研修［Web会議］

国保データベース（KDB）システム部会・国保連合会
保健師部会合同会議［Web会議］
介護保険業務に係る意見交換［隠岐の島町］

16 国民健康保険料（税）の滞納者を対象とする多重債務等
相談事業［出雲市、安来市］
電算業務等にかかる保険者巡回相談［知夫村］

日 行　　　　　事
17 国保制度改善強化全国大会運営委員会（第2回）［東京都］

電算業務等にかかる保険者巡回相談［海士町］
介護保険業務に係る意見交換［安来市］

18 国保制度改善強化全国大会［東京都］
※本誌「TOPICS」●～●ページ参照
電算業務等にかかる保険者巡回相談［隠岐の島町］
島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］

（～24日）
弁護士相談［本会］ 
島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

21 第2回監事会［出雲市］
第2回島根県保険者協議会定期監査［本会］

24 介護給付費等審査委員会［本会］
25 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進に 

向けた研修会［Web会議］
島根県市町村職員共済組合レセプト点検［松江市］

（～28日、29日、12月1日、2日）
介護保険業務に係る意見交換［雲南市］
第2回島根県保険者協議会企画調査部会［本会］

28 介護保険審査支払システム等担当者説明会（ケアプラン
データ連携システム）［Web会議］
審査支払業務検討委員会作業部会ワーキンググループ

（第8回）［東京都］　（～30日）
第2回理事会［本会］

29 全国国保連合会常務処理審査委員連絡会議［テレビ会議］
国民健康保険料（税）収納アドバイザー相談事業

［出雲市］
第8回介護保険保険者事務処理システム運営委員会［本会］
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特定健診等実施率向上の 
取り組みや医 療 費 適 正化 
対策等、今年度事業の実施 
状況について、また、令和
５年度事業計画・予算等に
ついて協議を行った。

連 合 会 日 誌
1111月月

日 行　　　　　事

1 中・四国地方国保連合会事務局長会議［愛媛県松山市］

介護給付適正化中国・四国ブロック研修会
［徳島県徳島市］（～2日）

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問
［知夫村］

2 レセプト点検相談［安来市］

4 全国国保連合会審査担当課（部）長会議［テレビ会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議部会
（東部地区）［松江市］

AIを活用した特定健康診査受診率向上支援事業に係る
期中報告［雲南市］

6 第44回川本町産業祭［川本町］

7 全国国保連合会常勤役員会議［東京都］（～8日）

8 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議［Web会議］

国保中央会役員と小規模国民健康保険団体連合会の 
諸課題検討会議会員との意見交換会［東京都］

保健事業支援・評価委員会による保険者訪問［松江市］

審査事務共助知識力認定試験［本会］

9 レセプト点検相談［雲南市］

介護保険業務に係る意見交換［川本町］

10 電算業務等にかかる保険者巡回相談［浜田市］

11 電算業務等にかかる保険者巡回相談［吉賀町］

レセプト点検相談［出雲市］

国保制度改善強化に関する市長会・町村会との協議
［松江市］

14 電算業務等にかかる保険者巡回相談［邑南町］

15 人事評価研修［Web会議］

国保データベース（KDB）システム部会・国保連合会
保健師部会合同会議［Web会議］

介護保険業務に係る意見交換［隠岐の島町］

16 国民健康保険料（税）の滞納者を対象とする多重債務等
相談事業［出雲市、安来市］

電算業務等にかかる保険者巡回相談［知夫村］

日 行　　　　　事

17 国保制度改善強化全国大会運営委員会（第2回）［東京都］

電算業務等にかかる保険者巡回相談［海士町］

介護保険業務に係る意見交換［安来市］

18 国保制度改善強化全国大会［東京都］
※本誌「TOPICS」4～5ページ参照

電算業務等にかかる保険者巡回相談［隠岐の島町］

島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］
（～24日）

弁護士相談［本会］ 

島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

21 第2回監事会［出雲市］

第2回島根県保険者協議会定期監査［本会］

24 介護給付費等審査委員会［本会］

25 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進に 
向けた研修会［Web会議］

島根県市町村職員共済組合レセプト点検［松江市］
（28日、29日、12月1日、2日）

介護保険業務に係る意見交換［雲南市］

第2回島根県保険者協議会企画調査部会［本会］

28 介護保険審査支払システム等担当者説明会（ケアプラン
データ連携システム）［Web会議］

審査支払業務検討委員会作業部会ワーキンググループ
（第8回）［東京都］　（～30日）

第2回理事会［本会］

29 全国国保連合会常務処理審査委員連絡会議［テレビ会議］

国民健康保険料（税）収納アドバイザー相談事業
［出雲市］

第8回介護保険保険者事務処理システム運営委員会［本会］

27 しまねの国保　2023. 1

特定健診等実施率向上の 
取り組みや医 療 費 適 正化 
対策等、今年度事業の実施 
状況について、また、令和
５年度事業計画・予算等に
ついて協議を行った。
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NOS H I M A N E K O K U H O連 合 会 日 誌
1111月月

日 行　　　　　事

1 中・四国地方国保連合会事務局長会議［愛媛県松山市］

介護給付適正化中国・四国ブロック研修会
［徳島県徳島市］（～2日）

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問
［知夫村］

2 レセプト点検相談［安来市］

4 全国国保連合会審査担当課（部）長会議［テレビ会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議部会
（東部地区）［松江市］

AIを活用した特定健康診査受診率向上支援事業に係る
期中報告［雲南市］

6 第44回川本町産業祭［川本町］

7 全国国保連合会常勤役員会議［東京都］（～8日）

8 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議［Web会議］

国保中央会役員と小規模国民健康保険団体連合会の 
諸課題検討会議会員との意見交換会［東京都］

保健事業支援・評価委員会による保険者訪問［松江市］

審査事務共助知識力認定試験［本会］

9 レセプト点検相談［雲南市］

介護保険業務に係る意見交換［川本町］

10 電算業務等にかかる保険者巡回相談［浜田市］

11 電算業務等にかかる保険者巡回相談［吉賀町］

レセプト点検相談［出雲市］

国保制度改善強化に関する市長会・町村会との協議
［松江市］

14 電算業務等にかかる保険者巡回相談［邑南町］

15 人事評価研修［Web会議］

国保データベース（KDB）システム部会・国保連合会
保健師部会合同会議［Web会議］

介護保険業務に係る意見交換［隠岐の島町］

16 国民健康保険料（税）の滞納者を対象とする多重債務等
相談事業［出雲市、安来市］

電算業務等にかかる保険者巡回相談［知夫村］

日 行　　　　　事

17 国保制度改善強化全国大会運営委員会（第2回）［東京都］

電算業務等にかかる保険者巡回相談［海士町］

介護保険業務に係る意見交換［安来市］

18 国保制度改善強化全国大会［東京都］
※本誌「TOPICS」4～5ページ参照

電算業務等にかかる保険者巡回相談［隠岐の島町］

島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］
（～24日）

弁護士相談［本会］ 

島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

21 第2回監事会［出雲市］

第2回島根県保険者協議会定期監査［本会］

24 介護給付費等審査委員会［本会］

25 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進に 
向けた研修会［Web会議］

島根県市町村職員共済組合レセプト点検［松江市］
（28日、29日、12月1日、2日）

介護保険業務に係る意見交換［雲南市］

第2回島根県保険者協議会企画調査部会［本会］

28 介護保険審査支払システム等担当者説明会（ケアプラン
データ連携システム）［Web会議］

審査支払業務検討委員会作業部会ワーキンググループ
（第8回）［東京都］　（～30日）

第2回理事会［本会］

29 全国国保連合会常務処理審査委員連絡会議［テレビ会議］

国民健康保険料（税）収納アドバイザー相談事業
［出雲市］

第8回介護保険保険者事務処理システム運営委員会［本会］

27 しまねの国保　2023. 1

特定健診等実施率向上の 
取り組みや医 療 費 適 正化 
対策等、今年度事業の実施 
状況について、また、令和
５年度事業計画・予算等に
ついて協議を行った。

「Sparks」（島根県国保連合会野球部）

連 合 会 日 誌1111月月
日 行　　　　　事

1 保健事業の推進に係る市町村保健師及び国保担当者等
地区別研修会［本会］

2 審査担当者月例ミーティング［Web会議］

7 全国国保連合会総合調整会議［テレビ会議］

審査事務共助知識力認定試験［本会］

8 北海道国保連合会職員研修会［北海道札幌市］

10 国保制度改善強化全国大会第2回運営委員会
［テレビ会議］

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る意見交換会
［Web会議］

12 亀嵩健康まつり（健康づくりイベント支援）［奥出雲町］

13 国保制度改善強化全国大会［東京都］

14 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議
［市町村振興センター］

15 第2回島根県市町村国保広域化等連携会議部会
（東部地区）［本会］

介護保険受給者台帳に係る事務担当者説明会
［Web会議］

16 全国国保連合会総合調整会議［テレビ会議］

弁護士相談［本会］

17 第2回三役会［Web会議］

ヘルスサポート事業に係る個別支援［本会］

島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］
（～22日、24日）

島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

21 第2回監事会［出雲市］

第2回島根県保険者協議会定期監査［本会］

日 行　　　　　事

22 審査支払業務検討委員会［テレビ会議］

第8回介護保険保険者事務処理システム運営委員会
［Web会議］

介護給付費等審査委員会［本会］

24 第2回監事会［奥出雲町］

島根県市町村職員共済組合レセプト点検［島根県市町村
職員共済組合］（24日、27日、28日、30日、12月1日）

29 審査支払業務検討委員会ワーキンググループ［東京都］
（～12月1日）

第4回理事会［本会］

保健事業の推進に係る市町村保健師及び国保担当者等
地区別研修会［Web会議］

国保料（税）収納アドバイザー相談事業［出雲市］

30 全国国保連合会常務処理審査委員連絡会議
［テレビ会議］

中国地方国保連合会事務局長・総務部（課）長会議
［岡山県岡山市］

27 しまねの国保　2024. 1
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